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訳者序

　古文字研究の初学者にとって、甲骨文や金文の読解は難解なも

のである。まず一字一字の隷定（楷書化・活字化）や甲骨文・金

文の文法や慣用句といったものに慣れる必要があり、そこに何が

記されているか把握しなければならない。そのことによって、段

周時代の歴史や文化を理解することができる。

　そこで甲骨文・金文読解の入門書である『商周古文字読本』を

取上げ、更にその中の「古文字文選」を訳出することにした。「古

文字文選」には、甲骨文や金文（附：石鼓文・侯馬盟書）の図版

（模本・拓本）、その隷定した釈文、釈文上の難解な語句の注釈、

釈文全文の現代語訳（甲骨文のみ）が掲載されており、この「古

文字文選」を学ぶことは、古文字を習得したい初学者にとっては

効果的な方法であると言えよう。

　原本（「古文字文選」）を忠実に訳出することに努めたが、日本

語として意味の通りにくい場合には、多少の意訳を試みた個所も

ある。そうは言っても、甲骨文や金文の翻訳であるから、理解不

足で誤訳している可能性も否定できない。訳文に疑問を持たれた

方は、原本に当たっていただくことをお勧めする。

　「古文字文選」の前半が甲骨文、後半が金文であり、時間の関

係で、まず前半の甲骨文を訳出し、その後に後半の金文を訳出し、

分けて刊行することにした。

　また、『商周古文字読本』は「古文字文選」の他に「古文字概

説」・「古文字常用字」で構成され、「古文字概説」は「古文字文選」

に引用した甲骨文・金文を引用しながら、古文字解釈の方法の問

題や古文字形体の発展法則等を述べており、「古文字常用字」は「古

文字文選」・「古文字概説」に見える甲骨文・金文の常用字231字

について、許慎の『説文解字』の部首順に排列し、形・音・義を

説明したものである。甲骨文・金文の理解をより一層深めるため

に、訳出した「古文字文選」と合せ読むことをお勧めしたい。
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凡 例

1．この訳本は、劉翔・陳抗・陳初生・董現編著／李学勤審訂『商

　周古文字読本』（語文出版社、1989年9月第1版）の前半部分

　「古文字文選」の甲骨文40例の訳出である（甲骨文の後に金

　文等28例がある）。増訂本（『商周古文字読本』商務印書館、

　2017年9月第1版）も参照した。

2．釈文は、原本（「古文字文選」）の釈文を踏襲したが、分かり

　やすくするために、釈文の各条に番号を付けた。釈文の番号は

　図版（模本）に付けた番号に対応させ、釈文が図版のどの箇所

　に相当するのか明示した。

3．図版（模本）に付けた番号の矢印「→」は、模写されたト辞

　の初頭の字を指し示している。また一つのト辞が甲骨片のスペ

　ースの状態により二箇所に分かれている場合は、同じ番号の肩

　にダッシュ「④’」を付け、二箇所目のト辞の初頭の字を矢印

　「→」で指し示した。

4．注釈は、分かりやすいように各語句を全て改行して訳出した。

　また原本で文字や語句を括弧“　”　（増訂本では“　”）で括っ

　ている場合、訳本は全て括弧「　」で括った。

5．釈文全体の現代語訳は、原本は最後の注釈あるいは注釈の後

　に掲げているが、新たに【卜辞の意味】の項を設けた。現代語

　訳の各条に、釈文の各条に付けた番号に対応した番号を付けた。

　したがって、釈文・図版・現代語訳に付けた番号は、全て対応

　している。

6．原本が最後に語法や内容の特徴を説明するための文章を掲げ

　ている場合、新たに【補説】の項を設けた。

7．翻訳の意味が把握しにくい場合は、訳者の言葉を括弧〔〕

　に入れて補った。また、原本が明らかに誤っている場合は、括

　弧く訳者：　〉を付けて説明した。
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8　原本の説明文や隷定した文字は正字を使用しているが、日本

　で使用する通行体の字に改めた。ただ、活字のない文字につい

　ては、原本と同じ文字を書き入れた。

9　原本は「刻辞」と「卜辞」・「文例」と「辞例」・「商」と「般」

　の両方を同じ意味で使用しているが、各々「卜辞」・「卜辞の例

　文」・「殿」に統一した。その他の訳語もできる限り統一するこ

　とに努めた。

10　原本には、文字の説明で“「A」、「B」之初文”という言い方

　が多く出てくるが、これは「A」字が後出の「B」字の原形（原

　初の形）の文字という意味で、「初文」の「文」は、「字」を形

　成する構成要素であり、「文」を「あや」と読むように、自然

　物の形を象ったもので、「字」よりもさらに細かく小さいもの

　が「文」である。したがって、「初文」は「原形の文字」に統

　一した。
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殿嘘甲骨刻辞

第1片（1）

①甲子乙丑丙寅丁卯戊辰己巳（2）庚午辛未壬申癸酉

②甲戌乙亥丙子丁丑戊寅己卯庚辰辛巳壬午癸未

③甲申乙酉丙戌丁亥戊子己丑庚寅辛卯壬辰癸巳

④甲午乙未丙申丁酉戊戌己亥庚子辛丑壬寅癸卯

⑤甲辰乙巳丙午丁未戊申己酉庚戌辛亥壬子癸丑

⑥甲寅乙卯丙辰丁巳戊午己未庚申辛酉壬戌癸亥

（1）本片は『甲骨文合集』第37986片を採用。

（2）〔己巳〕

　段嘘甲骨のト辞中に十二支「巳」は♀に作り、「子孫」の「子」

　と形が同じであるが、十二支「子」は幽に作り、二者は明瞭

　に分けられていて、混清していない。

【補説】

　これは一っの完全に整った干支表で、〔制作時期は〕第五期に

属する（董作賓は般嘘甲骨文の時代を五期に分けた。第一期：武

丁及びそれ以前の盤庚・小辛・小乙。第二期：祖庚・祖甲。第三

期：康辛・康丁。第四期：武乙・文丁。第五期：帝乙・帝辛。『甲

骨文断代研究例』に見える）。般代は干支で日を記し、十干（甲・

乙・丙・丁・戊・己・庚・辛・壬・癸）と十二支（子・丑・寅・

卯・辰・巳・午・未・申・酉・戌・亥）を互いに組み合わせ、ち

ょうど上述の六十組となる。
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第2片ω

①乙未、彫髭品上甲十（2）、報乙三（3）、報丙三、報丁三、示壬三、

　示癸三、大乙十④、大丁十、大甲十、　大庚十、小甲三〔5）、図三

　（6）、且乙十（7）。

（1）本片は『段契粋編』第112片を採用。本片は三片〔上片・中

　片・下片〕の砕骨を綴合することに由って成り立っている。

　上（『段虚書契後編』上8・14）・中（『識寿堂所蔵段虚文字』

　1・10）の二片は王国維の綴合に由り、下片（『善斎蔵骨』）

　は董作賓の綴合に由る。

（2）〔彰盈品上甲十〕

　彰：祭の名で、具体的な祭の方法は不詳。「酒」と解釈する者

　もいるが、金文の『毛公鼎』には「酒」を「酉」に作り、か

　っ「配」の　を水〔Y’〕に分類していないから、「酒」と解釈

　するのは正しくないであろう。

　滋：「系jの原形の文字、祭の名である。子省吾は、系は供物

　を捧げて神と交接するものと認識している（『段契餅枝』三編

　を参照）。

　品：特にある種の祭礼の物品を指す。

　上甲：殿の先王の名。卜辞には田に作り、十（甲）が口の

　中にある形に従い、また田・口・1！］に作ることもある。口は、

　正面〔上方〕から見た盛大な器の形に象っている、とする者

　もいる。

　十：祭品〔供物〕の数。

（3）〔報乙三〕

　報乙：般の先王の名。卜辞にはDに作り、乙がコの中に在る

　形に従う。コは、側面から見た盛大な器に象っている、とす

　る者もいる。後文の内・司は、日と意味が同類の関係にあ

　る。1・団・目は、考証に拠ると、『史記』般本紀の報乙・報
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　丙・報丁に措定される。

　三：原辞の筆画は残欠して「二」に作っているが、文章の意

　味からすれば「三」とすべきである。

（4）〔大乙十〕

　大：音はtai、後文の大丁・大甲・大庚の「大」の読音もこ

　れと同じである。

（5）〔小甲三〕

　小甲：卜辞は十に作り、「小・甲」の二字の合字である。

（6）〔図三〕

　　「三」の上に元々字があるべきだが、骨片が破砕したことに

　因って、その字はすでに見ることができないので、今は［乙

　を記して〔いくつかの文字が〕欠けていることを示した。

（7）〔且乙十〕

　且乙：殿の先王の名。且は、ト辞では丘に作り、神主の形に

　象り、「祖」の原形の文字。一説に「且」は男性の生殖器の象

　形とする。按ずるに、上甲から祖乙まで皆段の先王であり、

　その世系は本篇に附した「股王世系表」に見える。

【卜辞の意味】

①乙未の日に、祭品十件を用いて上甲を配祭・系祭し、祭品三件

　を用いて報乙を祭り、祭品三件を用いて報丙を祭り、祭品三件

　を用いて報丁を祭り、祭品三件を用いて示壬を祭り、祭品三件

　を用いて示癸を祭り、祭品十件を用いて大乙を祭り、祭品十件

　を用いて大丁を祭り、祭品十件を用いて大甲を祭り、祭品十件

　を用いて大庚を祭り、祭品三件を用いて小甲を祭り、……祭品

　十件を用いて祖乙を祭る。

【補説】

　このト辞は先王の祭祀を記録したものである。『史記』般本紀

に「股の契は、……商に封建され、子氏の姓を賜う。……契が亡
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くなり、子の昭明が立つ。昭明が亡くなり、子の相土が立つ。相

土が亡くなり、子の昌若が立つ。昌若が亡くなり、子の曹園が立

っ。曹閨が亡くなり、子の冥が立つ。冥が亡くなり、子の振が立

っ。振が亡くなり、子の微が立つ。微が亡くなり、子の報丁が立

っ。報丁が亡くなり、子の報乙が立つ。報乙が亡くなり、子の報

丙が立っ。報丙が亡くなり、子の主壬が立っ。主壬が亡くなり、

子の主癸が立つ。主癸が亡くなり、子の天乙が立つ、これが成湯

である」とある。王国維の考証に拠れば、微はト辞の口（上甲）、

報丁・報乙・報丙はト辞の司・刀・因、主壬・主癸はト辞の示壬・

示癸に相当する（「股卜辞中所見先公先王考」及び「続考」〔『観堂

集林』巻九〕、参照）。これに由って、『史記』の記載は確かに基づ

くものがあったことが分かる。卜辞の世系の配列順序は『史記』

とやや不同のところがあり、これに拠って、伝本『史記』の誤り

を証明することができる。

　この条のト辞の句形は大変特色があり、通常の文体〔句形〕か

ら見れば、一句に二つの目的語を含んでいる。「乙未」は時間をあ

らわす語で、句に主語はなく、膨」と「蚕」は両方とも並列の動

詞で、句中において述語となる。「品十」は主に述語の構文におい

て、「配」「皐」の直接目的語となるが、ただ〔品と十の間に〕間

接目的語の「上甲」が割り込んでいる。（本書〔『商周古文字読本』〕

の「古文字概述四、甲骨文中的幾種語法現象」、参照）。「報乙・

報丙・報丁・示壬・示癸・大乙・大丁・大甲・大庚・小甲・祖乙」

は「上甲」の複数並んだ同じ意味の語句〔並列成分〕である。「（報

乙）三・（報丙）三・（報丁）三・（示壬）三・（示癸）三・（大乙）十・

（大丁）十・（大甲）十・（大庚）十・（小甲）三・（祖乙）十」は

「（品）十」の複数並んだ同じ意味の語句〔並列成分〕であり、「品」

は「上甲」以下最後〔の祖乙〕まで一貫して〔「三」や「十」に冠

せられて〕いるものであるから、重複して現さない。
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附　殿王世系表
　　（参照｝辞重言丁）

悟一契一””・　eA一相土一一昌芳一軸一季τ霊　上甲コ

L報乙一報丙一報丁一示t－一示癸一火し（唐）’ 下蔦1一大甲］

ピ：：
．－s

　　　　LkマtJ　　　　　＿」

巨㌧正曇江鷺言＿＿＿lft

説明：表中の横線は父子関係を表示し、縦線は兄弟関係を表示す

る。王名の右肩の数字は大乙から始まる世系の順序である。孝己

は国を享けていない〔王位に即いていない〕ので、順序の番号を

付けない。大乙から帝辛まで全て17世〔17代〕31王である。
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　　　　　　　　　　　　第3片ω

①癸巳卜、争貞（2）：今一月雨？王固日（3）；丙雨。　一二三（4）

②癸巳卜、争貞：今一一月不其雨？　一二三

③旬壬寅雨。甲辰亦雨。

　　　　　　　　　　　　第4片（5）

④己酉雨。辛亥亦雨。

⑤雀入二百五十㈲。

（1）本片は『般虚文字丙編』第368片を採用。

（2）〔争貞〕

　　争：武丁の時の貞人の名。これに拠り、この片のト辞の時代

　　を第一期に定めることができる。

　　貞：卜問のこと〔卜占して問うこと〕。

（3）〔王固日〕

　　固：音はzhan、卜兆〔焼いた甲骨のひび割れ＝＝卜占の結果〕

　　を観察した後に出した判断を指す。

（4）〔一二三〕

　　この数字はトいの順序で、「兆序」と称する。

　（5）これは『般虚文字丙編』第369片で、乃ち第368片の反面で

　　あり、卜辞〔第369片〕は前辞〔第368片〕に続けて読むべ

　　きである。

　（6）〔雀入二百五十〕

　　雀：般の属国の名。

　　入：納の意味で、貢物を納めること〔貢納〕。

　　二百五十：貢納した亀甲の数。
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【卜辞の意味】

①癸巳の日にト占し、貞人の争が問う：この一月中に雨が降る

　か？王はト兆〔卜占の結果〕を観察した後に判断して言う：丙

　の日になって雨が降るだろう。

②癸巳の日にト占し、貞人の争が問う：この一月中に雨を降らす

　ことができないか？

③結果は、次の一旬〔10日間〕の壬寅の日に雨が降った。（その

　次の二旬〔10日間〕の）甲辰の日にも雨が降った。

④己酉の日に雨が降った。辛亥の日にも雨が降った。

⑤属国の雀は亀甲二百五十枚を貢納した。

【補説】

　この篇〔第3片・第4片〕のト辞の構成は完全に整っており、

「癸巳卜、争貞」はト占した時間〔日付〕及びト者〔貞人〕の名

を記録した叙辞〔前辞とも言う〕であり、「今一月雨」は命辞、す

なわちト占した内容を問うことであり、「王固日、丙雨」はト兆〔ト

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ちゅう占の結果〕を根拠にして出した判断の占辞〔鎌辞とも言う〕であ

る。第二条のト辞「癸巳卜、争貞1今一月不其雨」〔正面左側〕は

反対側〔正面右側〕のト問に対応しており、第一条のト問のト辞

とセットになって「対貞」〔肯定と否定の対応したト問〕をなして

いる。「旬壬寅雨。甲辰亦雨。己酉雨。辛亥亦雨」は験辞で、卜占

の当否や結果〔応験〕を記録している。「雀入二百五十」は署辞〔受

入の署名［サイン］or備忘の記録〕で、亀甲の〔貢納された〕出ど

ころ〔来源〕を記録したもので、ここのト占とは無関係である。
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　　　　　　　　　　　第5片（1）

①癸卯卜：今日雨？（2）

②其自東来雨？

③其自南来雨？

④其自西来雨？

⑤其自北来雨？
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（1）本片は『卜辞通纂』第375片を採用。

（2）〔今日雨〕

　雨：動詞、雨が降る意。

（3）〔其自東来雨〕

　其：語気詞、推測を表す。

　来：動詞、〔ここでは〕連体修飾語となる。

　雨：名詞、以下の三つの「雨」字も同様。

【卜辞の意味】

①癸卯の日にト占して〔問う〕：今日は雨が降るか？

②いったい東方からやって来る雨か？

③いったい南方からやって来る雨か？

④いったい西方からやって来る雨か？

⑤いったい北方からやって来る雨か？

【補説】

　この条のト辞は、股人の、雨の情況すなわち移動方向の認識や、

方角の明確さを説明している。卜辞の書き方において、句の書き

方や配列が整然としており、強い修辞の意識が窺える。
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第6片（1）

①自今辛至干來辛又大雨？（2）

②自今辛至干來辛亡大雨？（3）

（1）本片は『甲骨文合集』第30048片を採用。

（2）〔自今辛至干来辛又大雨〕

　来：卜辞は一般的に当日のことを「今」と称し、二日目から

　九日までを「翌」と称し、十日目以降を「来」と称する。こ

　こに「自今辛至干来辛」と称するのは、この辛の日から次の

　辛の日まで、その間はちょうど十日間だからである。

　又；「有」に通じる。

（3）〔自今辛至干来辛亡大雨〕

　亡：動詞、無いこと。

【卜辞の意味】

①この辛の日から次の辛の日

　までに大雨があるか？

②この辛の目から次の辛の日

　までに大雨がないか？
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第7片ω

①甲寅卜、殻貞（2）：羽乙卯易日？（3）

②貞：羽乙卯、乙卯不其易日？ω

③貞：虫疾自（5）、佳虫竜？（6）

④貞1虫疾自、不佳虫竜？の

（1）本片は『段虚文字乙編』第6385片を採用。

（2）〔殼貞〕

　殻：音はque、武丁の時の貞人の名。これに拠って、この片

　のト辞の時代を第一期に定めることができる。

（3）〔貞羽乙卯易日〕

　羽：「翌」（yi）に通じる。乙卯は甲寅の次の日であるから、

　　「羽」と称する。

　易日：易は「賜」（yi）に通じる。『説文』七上〔日部〕に「賜、

　日覆雲暫見也。〔賜は、日が雲に覆われ、暫くして現れること〕」

　とあり、易日はすなわち賜日で、「雲多く時々〔間々〕晴れ」

　の類に属する気候現象のこと。

（4）〔羽乙卯、乙卯不其易日〕

　この条には二つの「乙卯」があり、上の条と比較すると、二

　っ目の「乙卯」は重複して誤刻した可能性がある。

（5）〔主疾自］

　虫：音はyou、「有」に通じる。

　自：鼻の原形の文字。『説文』四上〔自部〕に「自、鼻也。象

　鼻形。〔自は、鼻のこと。鼻の形に象っている〕」とある。

（6）〔佳虫竜〕

　佳：語気詞、経籍に「唯」に作る。

　　竜：〔上部は〕止〔の構成要素〕に従い、〔下部は〕官〔の構

　成要素〕に従う、官はまた声〔音〕の要素でもある。官は「蛇」

　の原形の文字。『説文』十三下〔官部〕に「官虫也。……上古
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艸尻患官、故相問無官乎。……蛇、官或杁虫。〔官は、虫であ

る。……上古の時代は草の上に居住して官に患わされたので、
“

官はいないか”と問いかけあった。……蛇は、“官”であり、

虫〔の構成要素〕に従うこともある〕」とある。この「止竜」

は「有災禍」と意味が近い。「竜」について、裏錫圭は隷定し

て「童」に作り、「害」と解釈する（「釈童」香港中文大学国

際中国古文字学研討会『古文字学論集』（初編）に見える）。

【卜辞の意味】

①甲寅の日にト占し、貞人の殻が問う：二日目〔翌日〕の乙卯の

　日は雲が多く時々晴れる天気か？

②問う：二日目の乙卯の日は雲が多く時々晴れる天気ではない

　か？

③問う：鼻に病がある、災禍は発生するか？

④問う：鼻に病がある、災禍は発生しないか？

【補説】

　この片のト辞は二つの事情をトして問うており、一つ目の問は

二日目の（乙卯）天気のこと、二つ目〔の問〕は鼻に病を得るこ

とによって災禍があるか否かということ。「自」は経籍中に稀に本

義を用いているものがあり、このト辞は正にその本義を用いてい

る。『説文解字』に漢字の古義に関する事柄〔上述の『説文』十三

下等〕を留めており、〔『説文解字』には〕このような価値が存在

することを〔この片のト辞は〕証明している。
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第8片ω

①七日己巳、夕豊（2）、主・新（3）、大晶ω、拉火（5）。

（1）本片は『卜辞通纂』第432片を採用。なお残りのト辞の釈文

　は収録しない。

（2）〔夕虫〕

　夕：晩のこと〔夕暮れ時〕。甲骨文中の「夕」の書き方は、最

　初は通常fゆ」に作り、〔似てはいるが〕「月」はゆ」に作

　る（陳偉湛「甲骨文字辮析・卜辞月夕辮」〔『中山大学学報』

　1980年第1期、参照〕）。

　豊：干省吾は、観（dou）と読むべきである。『説文』八下〔見

　部〕に「蜆、目蔽垢也。杁見、艶声。読若兜。〔観は、目が垢

　に蔽われること。見〔の構成要素〕に従う、里の声〔音〕で

　ある。兜〔dou〕のように読む」とあり、これは天気が曇〔陰

　蔽〕の意味である、と言う（「釈亜」〔『般契耕枝続編』〕、参照）。

（3）〔虫・新〕

　虫：祭の名。唐鉦明は、「虫」は　と一とが合わさった形に従

　う会意文字で、「山」は牛頭、「＿」は〔牛頭を〕供える板か

　盛る器である、と言う（「虫又考辮」、参照）。字形から意味を

　推察すれば、虫祭は牛頭を供える祭であった可能性がある。

　新：祭の名。『戦後京津新獲甲骨集』第4262片に「図新兄示、

　用」とあり、「新」を祭の名に用いる。

（4）〔大晶〕

　晶：「星」の原形の文字、晴天のこと。『説文』七上〔晶部〕

　に「皇万物之精・上為列星・鵬帖声・一日象形杁。・

　　・・坐、古文。星或省。〔垂は、万物の精で、上部〔晶〕は列

　星を表す。晶〔の構成要素〕に従う、生の声〔音〕の字であ

　る。象形文字とすることもあり、。〔の構成要素〕に従う…

　　－gは、古文〔の星の字〕である。星は、省略したもの〕」
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　とあり、卜辞の「星」も生の声〔音〕に従って壷に作るもの

　もある。『段虚文宇乙編』第6664片に「乙巳配、明雨。伐既

　雨。威伐、亦雨。施・卯鳥、星〔……また雨が降った。施・

　卯鳥の星座が見える。空は晴れてきた〕」とあるのも、また「星」

　を用いて晴天の意味としいている。『詩経』廓風・定之方中に

　　「星言夙駕〔（雨があがって）星が見えたら早朝に馬車を出し〕」

　とあり、『釈文』に『韓詩』を引いて「星は、晴れること」と

　言う。

（5）〔拉火〕

　拉：祭の名。『段契侠存』第878片に「貞：批庚歳・拉・彰？

　貞：弓弓拉・配？」とあり、その「拉」もまた祭の名に用いて

　いることから、〔ここの「拉」が祭の名であることを〕証明す

　ることができる。

　火：大火星で、東方七宿の心宿二（さそり座のα星〔アンタ

　レス〕）である。

【卜辞の意味】

①七日目の己巳の日、夕暮れ時に天気が曇ってきた。虫祭と新祭

　を挙行する時に、天気が晴れわたった〔夜空に星が見えた〕。そ

　こで拉祭を挙行して大火星を祭祀した。

【補説】

　この条のト辞は最初に「七日己巳」と記し、卜占の日から己巳

の日まで七日が経過したことを表明している。ある者は、このト

辞中に記録するものは古代の新星・超新星出現の天文現象とみな

すこと因って、これを天文学史上の一大事件としているが、現在

は、その他のト辞を総合してこのト辞の意味を考証し、天文と関

係するものは僅かに大火星だけであって、新星や超新星とは無関

係であるとしている。
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第9片ω

①辛亥卜、翌日壬②、一至食日不圃？（3）大吉。

②壬、旦至食日其雨？吉。

③食日至中日不雨？ω吉。

④食日至中日其雨？

⑤中日至葺今不雨？〔5）吉。

⑥中日至團囹因圃？（6）

（1）本片は『小屯南地甲骨』第624片を採用。

（2）〔翌日壬〕

　二日目の壬子の日を指す。

（3）〔旦至食日不圃〕

　旦：空が明るくなってきたころ〔明け方〕を指す。

　食日：股人には一日の内の異なった時間に対するあるいくっ

　かの特定の呼び方があり、「食日」および以下の「中日」・嘩分」

　は皆その類である。「食日」は午前中のある一時の間を表示し、

　　「食」と称するのは、食事の時間と関係があるからであろう。

　圃：「雨」字は原版〔甲骨片〕が残欠しているので、卜辞の例

　文に拠って補った。

（4）〔食日至中日不雨〕

　中日：経籍の「日中」に相当し、正午を指す。『尚書』周書・

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　しょく　無逸に「自朝至干日中戻、不違暇食。〔朝から日中・戻〔日

　が傾く〕まで、食事の暇もない〕」とある。

（5）〔中日至分不雨〕

　葺分：午後四時前後を指す。〔「分」を伴わずに〕簡称して

　　「亭」に作ることもあり、例えば『鉄雲蔵亀拾遺』第394片に

　　「戻璋不雨？〔戻より葦に至るまで秘らざるか？〕」とある・

　葺は、「郭」の原形の文字。
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（6）〔中日至匿］囹因圃〕

　　團囹図圃：この四字は原版〔甲骨〕が残欠しているの

　で、卜辞の例文に拠って補った。

【卜辞の意味】

①辛亥の日にト占し、〔問う：〕二日目の壬の日に、明け方〔旦〕

　から朝食の頃〔食日〕まで雨は降らないか？（卜兆〔卜占した

　結果〕は明瞭に「大吉」を示す）

②壬の日に、明け方〔旦〕から朝食の頃〔食日〕まで雨は降るだ

　ろうか？（卜兆は明瞭に「吉」を示す）

③朝食の頃〔食日〕から目中〔中日〕まで雨は降らないか？（卜

　兆は明瞭に「吉」を示す）

④朝食の頃〔食日〕から日中〔中日〕まで雨は降るだろうか？

⑤日中〔中日〕から午後四時頃嘩分〕まで雨は降らないか？（卜

　兆は明瞭に「吉」を示す）

⑥日中〔中日〕から午後四時頃嘩今〕まで雨は降るだろうか？

【補説】

　この片のト辞は、股人の一日における異なった時間帯の呼び方

に「旦」・「食日」・「中日」と嘩号」があることを提示している。

別に『段契粋編』第717片の「戻至§分其雨？蔓分至昏不雨？葺

今至昏其雨？」に拠れば、「葺分」の前に「戻」があり、「睾今」

の後ろに「昏」があることが分かる。また『小屯南地甲骨』第42

片の「中日至戻不雨？」に拠れば、「戻」が「中日」の後にあるこ

とが分かる。このように現在ある資料に拠れば、朝から晩までの

異なる時間帯に対して、全て「旦」・「食日」・「中日」・「戻」・障

分」・「昏」等の呼び方がある。卜辞の「日」は「夕」（晩）と相対

しており、「日」は白昼を指し、「中日」は正午に相当する。「食日」

は明け方から正午の間のある一時の間である。「戻」は太陽が西に

傾く頃で、およそ午後の二時頃に相当する。「昏」は黄昏時を指し、

27



およそ午後六時頃である。「葺今」は「炭」と「昏」の間にあるか

ら、およそ午後四時頃に相当する。当然、一日の内の異なる時間

帯に対して、異なる時期〔1期～5期〕のト辞中の呼称法も異なり、

〔これにっいての〕研究を一歩前進させるに値するから、この片

のト辞は貴重な資料を提供していることになる。

　この片には全部で〔全片共〕六条のト辞を載せ〔刻し〕、一条

〔①〕と二条〔②〕、三条〔③〕と四条〔④〕、五条〔⑤〕と六条

〔⑥〕は、共に三組の対貞〔肯定と否定の対応したト問〕を構成

している。
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第10片ω

①癸酉貞　日月又食（2）、佳若？（3）

②癸酉貞　日月又食、斐若？ω

（1）本片は『甲骨文合集』第33694片を採用。この版には他のト

　辞もあるが、釈文を収録しない。

（2）〔目月又食〕

　月1原刻〔刻されたト辞〕は）に作るから、「月」と解釈すべ

　きである。第8片の注（2）を参照。

　又：「有」に通じる。

（3）〔佳若〕

　佳：語気詞、経籍には「唯」〔or惟〕に作る。

　若：順調であること、縁起が善いこと。『爾雅』釈言に「若は、

　順のこと」とあり、釈詰に「若は、善のこと」とあるから、

　順と善は意味が互いに関係している。

（4）〔斐若〕

　輩：「非」の華乳字〔派生字〕である（干省吾「釈非・斐」〔『甲

　骨文字釈林』〕、参照）。

【卜辞の意味】

①癸酉の日にト占し、問う

　が善い〔吉利〕か？

②癸酉の日にト占し、問う

　が悪い〔不吉利〕か？

．もし日食や月食が発生すれば、縁起

もし日食や月食が発生すれば、縁起

【補説】

　この両条のト辞は異なった解釈がなされてきた。胡厚宣「卜辞
“ 日月又食”説」（『出土文献研究』に見える）。胡氏は次のように

言う、これは命亀の辞〔亀の甲に入ったト兆を判断した辞〕で、

　　　　　　　　　　　　　　29



30



意味は正反両方の対貞〔肯定と否定が対応したト問〕からなり、

もし日食や月食があれば、縁起が善いか、または縁起が悪いかを

ト問したもので、癸酉の日に、本当に日食や月食、あるいは日食・

月食が頻りに発生した、ということを言いっているのではない。

　卜辞には日食や月食が起きるたびにト問する。例えば「貞、日

虫（有）食？」（『亀甲獣骨文字』1、10．5）、「癸丑卜、貞：旬亡田？

七日己未豊、庚申月山食」（『甲骨文合集』40610）、「已未夕豊、

庚申月虫食」（『甲骨文合集』40204）等である。「日食」・「月食」は、

卜辞には「日又（有）哉」・「H又散」と称することもある。例えば

「乙丑貞：日又散？允佳散」（『甲骨文合集』33700）、「乙已卜、

彫多其召小乙？＊E用。日又裁、夕告干上甲九牛」（『甲骨文合集』

33696）、「壬寅貞：月又戟、其又（侑）土（社）、糞大牢？故用。壬

寅貞1月又散、王不干一人田？又囚？」（『小屯南地甲骨』726）

等である。『左伝』昭公十七年に「日有食之、天子不挙、伐鼓於社、

諸侯用幣於社、伐鼓於朝。〔日食が起これば、天子は〔食膳を〕挙

げず、社〔土地神〕に鼓を打ち、諸侯は社に幣吊を奉納し、朝廷

で鼓を打っ〕」とあり、いま、卜辞に由れば、般人は月食発生の後

　　　　　　　　　　　　　　すすに必ず社に対して侑祭〔飲食を侑める祭or自然神・祖先神に対し
て借報いる祭〕したことが分かる。
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第11片ω

①丙辰卜、散貞：我受黍年？（2）　一二三三五（3）

②丙辰卜、殻貞：我弗其受黍年？三月。　一二三三二告ω五

第12片（5）

③王固日．吉、受虫年（6）。

（1）本片は『般虚文字丙編』第8片を採用。

（2）〔我受黍年〕

　我：第一人称の代名詞。地名と解釈することもあり、また通

　じる。

　黍年：黍は、黍〔キビ〕のこと。破いた米〔キビ〕を黄米と

　呼び、これは当時の主要な食糧となる作物である。『詩経』周

　頒・良親に「載筐及筥、其譲伊黍。〔（女たちは）四角い箱〔筐〕

　や丸い箱〔筥〕を載せてくる、その中身は黍である〕」とある。

　年は、実りや収穫のこと。

（3）〔一二三三五〕

　この数字は兆序〔卜占［卜兆］の順序〕である（第3片の注を

　参照）。三は数字の「四」の本字である。

（4）〔二告〕

　兆辞〔卜占の順序やト問の数を記した辞〕で、二回目のト問

　をした記録。卜占の過程で、貞人は前回の命亀〔亀の甲に入

　ったト兆〕が神霊に通じなかったと感じた時に、再びト占を

　行う〔再び神霊に告げる〕。

（5）第12片は『段虚文字丙編』の第9片、すなわち第8片の反

　面であり、卜辞も連続している。

（6）〔受虫年〕

　虫：音はyou、名詞の接頭辞〔「年」の接頭辞〕。
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【卜辞の意味】

①丙辰の日にト占し、貞人の殻が問う：我ら（般）は黍の豊作を

　得られるだろうか？

②丙辰の日にト占し、貞人の殻が問う：我らは黍の豊作を得られ

　ないだろうか？時は四月である。

③王はト兆を観察した後に判断して言う：縁起が善く、豊作を得

　られるだろう。

【補説】

　これは一組の対貞卜辞で、正反〔右左〕各の五回のト問〔①②

のト問を五回繰り返す〕をしており、殻人が農業の収穫に対して

重視していることを、十分に見ることができる。
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第13片ω

①甲午卜、宮貞（2）：西土受年？（3）一二三三五六

②貞：西土不其受年？　一ニニ告三≡二告五六

（1）本片は『股虚文字乙編』第3409片を採用。

（2）〔’芳貞〕

　守：音はbin、武丁の時の貞人の名。これに拠って、この片

　のト辞の時代をag　一一期に定めることができる。

（3）〔西土受年〕

　西土：西方の土地。

【卜辞の意味】

①甲午の日にト占し、

　貞人の労が問う：西

　方の土地は豊作を得

　られるだろうか？

②問う：西方の土地

　は豊作を得られない

　だろうか？

／で’X・／”：X
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第14片ω

①丙辰卜、也貞（2）：其被莞？（3）

②貞：干庚申伐莞？ω　一

③貞：、被．莞？　二

④貞：庚申伐莞？　二

⑤貞：敏美？　三三二告五

⑥貞：庚申伐莞？　三三二告五

（1）本片は『股虚文字丙編』第7片を採用。

（2）暗貞〕

　±：字は認識し難く、「古」に解釈する者もいる。武丁の時の

　貞人の名。これに拠って、この片のト辞の時代を第一期に定

　めることができる。

（3）〔其故先〕

　砂吏：音はshi〔妾の「支」の音はzhi〕、割裂音〔漢語の発音〕

　である。ここは祭の名。卜辞には凶に作り、支（朴）で蛇を

　撃っ形に象っており、官〔da〕は声〔音〕でもある。古文の

　　「官」と「也」の形が似ていることに因って、隷書体に変遷

　していく時に、「官」〔の構成要素〕に従ったり、「也」〔の構

　成要素〕に従ったりして、混同している。「枝」は経籍には「破」

　に作っている。朱駿声『説文通訓定声』に随迄」は官〔da〕

　の声〔音〕に従うべきである、と言う。その異体字は「施」・

　　「蜘に作る。『荘子』怯薩に「蓑弘胸」とあり、『釈文』に

　　「腕は、テキストにもと！もに作り……胞は、裂くこと。……

　一っに腸を剖ることを胞と言う」とある。ここのト辞は人牲

　を割裂して祭ることを指している。

（4）〔干庚申伐莞〕

　伐：字形より見れば、文で人頭を断つことである。ここは祭

　の名で、頭を断って祭ることであろう。
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【卜辞の意味】

①丙辰の日にト占し、貞人の窪が問う：莞人を用いて生費とし、

　鼓祭を挙行したいか？

②問う：庚申の日に莞人を用いて生蟄とし、伐祭を挙行するか？

③問う：莞人を用いて生賛とし、陵祭を挙行するか？

④問う：庚申の日に莞人を用いて生費とし、伐祭を挙行するか？

⑤問う：莞人を用いて生蟄とし、鼓祭を挙行するか？

⑥問う：庚申の日に先人を用いて生費とし、伐祭を挙行するか？

【補説】

　これは一版〔一片〕の完全に整った亀の腹甲であり、卜辞全体

は、丙辰のある日に、庚申の日に苑人を用い生賛として旋祭と伐

祭とを挙行することの可否〔是非〕をト問し、そのことを記載す

る。兆序〔卜占［卜兆］の順序〕の数字に由って、一回目から五回

目までの選択性〔莞人を用い生費として蚊祭・伐祭を挙行するこ

との可否［是非］を選択〕のト問を〔右左対貞で10回〕行っており、

三回目・四回目・五回目は〔⑤⑥の右左対貞の〕卜辞を共用して

いることが分かる〔すなわち一回目から五回目までのト兆に対し

て、①から⑥までの右左対貞のト問を10回行っており、七回目か

ら十回目までの4回のト問は、五回目と六回目のト問を共用する

から、①から⑥までのト辞が刻されているわけである〕。
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第15片（1）

①甲午卜、争貞（2）：羽乙未用莞？（3）用。之日審ω。

②甲午卜、争貞：羽乙未勿笛用莞？（5）

③貞1羽乙未用莞？
④乙未卜、労貞：氏武痴？（6）

⑤氏武痴？

⑥貞：弗其氏武網？

⑦虫干唐子（7）、伐？

⑧貞：乎取孟†？（8）

⑨貞：蓑干土？（9）

⑩虫干父乙？

⑪貞：王夢、佳田？（1°）

⑫不佳［N？

⑬貞：王其疾目？

⑭貞：王弗疾目？

（1）本片は『股虚文字丙編』第502片を採用

（2）〔争貞〕

　争：〔「争」と〕下文の「身」は、みな武丁の時の貞人。これ

　に拠って、この片のト辞の時代を第一期に定めることができ

　る。

（3）〔羽乙未用莞〕

　羽；「翌」に通じる。卜辞は二日目から九目目までを「翌」と

　称し、これは二日目を指す。

（4）〔之日雇〕

　之日：この一日、の意味。之は指示代名詞。

　冨：郭沫若は「家の古文とすべきで、霧に読む」と言う（『般

　契粋編』に見える）。
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（5）〔羽乙未勿館用莞〕

　館：鷹が竃る・欝が視るの形に象り、「聖」の原形の文字。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　これ　ここは語気詞に用い、「勿館」は「勿佳」〔佳［惟］～勿れ〕と

　意味が近い。

（6）〔氏武栂〕

　　　　 いた　　　　おく

　珪：致る〔致る〕、送り届けること。経籍には「底」に作るこ

　ともあり、『爾雅』釈言に「底は、致のこと」とある。

　武網：武は地名。甥は、『説文』一下〔艸部〕に「甥、刈艸也。

　　〔甥は、刈られた艸のこと〕」とあり、〔本来、飼料［草料］で

　あったものが、〕飼料を用いて家畜を養う意味に拡大解釈され

　　　　　　　　　　　　　　　　まぐさか　た。『周禮』地官・充人に「之に網うこと三月」とあり、鄭

　玄の注に「牛羊を養うことを網と言う」とある。ここは一種

　の養われた奴隷〔生蟄のために養われた奴隷〕を指している

　のであろう。『卜辞通纂』第530片に「旬虫（又）二日乙卯、

　允虫（有）来自光、氏莞網五十」とあり〔「光」の地で莞人奴

　隷を養っている〕、奴隷の養われた地域が一つの場所に止まら

　ないことを看取できる。

（7）〔虫干唐子〕

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　むく　主：「侑」に通じる。『爾雅』釈詰に「侑は、報いること」と

　あり、これは先祖に報答する〔報い答える〕祭を指す。

　唐子1股の先公の名。

（8）〔乎取呈1勺

　乎：「評」の原形の文字、経籍には「呼」に作り、呼び召す意

　味である。

　孟：字は認識できないが、ここは一種の人牲であろう。

　†：「伐」の省略である。『般虚文字丙編』の第1片に「余伐

　不」と「余†不」は対貞をなしている。張乗権は、伐・伐は

　同字であると言いう。ここは祭名に用いる。『小屯南地甲骨集』

　第2go6片に「乙亥貞、恵密寸［Zl。」とあるのも、また「伐」

　を省略して「方」に作っており、ここと同じである。
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（9）〔婁干土〕

　蓑：音は1iao、経籍には「燈」に作る。『説文』十上〔火部〕

　に「葺、柴祭天也。〔嵩は、柴で天を祭ること〕」とあり、す

　なわち柴を焼いて〔天を〕祭ることである。甲骨文の中にこ

　の字は※に作り、堂にも作っており、下のC・は火であり、上

　の※は木と柴とを交互に積み上げた形に象り、＊の傍らの小

　点は火焔が飛び散って燃え上がる形に象っているから、〔甲骨

　文の※は〕唆」の原形の文字である。

　士：「社」の原形の文字。これは社の神を指し、土地神のこと

　である。

（10）〔王夢、佳田〕

　夢：字はもと柚に作り、人が抹〔ベッド〕に臥して睡眠して

　いる形に象っている。すなわち『説文』七下〔寝部〕に「〔寝、〕
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　オユ　　　　　　　　　　　　　　せ

　藤而覚者也。〔（寝は、）味ながら覚めていること〕」と解釈す

　る「寝」字の、その原形の文字で、後に「夢」が「疹」とし

　て通行したが、「疹」字は〔「夢」字として〕再び流行しなか

　った。

　佳：語気詞、経籍には「唯〔or惟〕」に作る。

　［日：「禍」に通じる。

【卜辞の意味】

①甲午の日にト占し、貞人の争が問う：二日目の乙未の日に莞人

　を用いて生費にするか？用いたい（卜兆を観察した後に出され

　た判断）。この一日の天気は霧であった。

②甲午の日にト占し、貞人の争が問う：二日目の乙未の日に莞人

　を用いて生蟄にしたくないか？

③また問う：二日目の乙未の日に先人を用いて生費にするか？

④乙未の日にト占し、貞人のiilが問う：武の地で養われた奴隷を

　送り届けられるだろうか？

⑤（また問う：）武の地で養われた奴隷を送り届けられるだろう
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　か？

⑥また問う：武の地で養われた奴隷を送り届けられないだろう

　か？

⑦（問う：）唐子に甫報いるに、伐祭を用いるか？

　　　　　　　　　　　　とら⑧問う：人を遣って孟人を獲えて生費とし、伐祭を挙行するか？

⑨問う二社神を裏祭するか？

⑩（問う：）父乙に借報いるか？

⑪問う：王は夢を見た、災禍はあるだろうか？

⑫（問う：）災禍はないだろうか？

⑬問う：王は眼病を得るだろうか？

⑭問う：王は眼病を得ないだろうか？
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第16片ω

①乙亥卜、行貞（2）：王室小乙（3）、壱（4）、亡尤？（5）才十一月（6）。

②乙亥卜、行貞：王：”2、瓢m、亡因？

③丁丑卜、行貞：王室父丁（8）、亡尤？

④丁丑卜、行貞：王室、熱、亡尤？

⑤己卯卜、行貞：王苫兄己、壱、亡尤？

⑥己卯卜、行貞：王室、叡、亡尤？

⑦圃國卜（9）、行圓：国室兄庚、圏、亡尤？

（1）本片は『甲骨綴合新編』第303片を採用。

（2）〔行貞〕

　行：祖甲の時の貞人の名、これに拠り、このト辞の時代を第二

　期に定めることができる。

（3）〔王室小乙〕

　亙：音はbin、償と通じ、神を敬うこと。『礼記』礼運に「山

　川所以債鬼神也〔山川は鬼神を債する理由（だから存在する）〕」

　とあり孔穎逢の疏に「債は、敬うこと」とある。これは般王

　が自ら参加して先祖を敬う祭のことを指す。

　小乙：般王の名、祖丁の子で、祖庚・祖甲の祖父である。

（4）〔壱〕

　音はxie、祭の名、卜辞には「窃」に作ることもある。字形

　から意味を取れば、力を合わせる意味で、祭の名に用いる。

　葉玉森は周の袷祭に相当する、と言う。『説文』一上〔示部〕

　に「袷、大合祭先祖親疏遠近也。〔袷は、大いに先祖の親疏遠

　近を合祭すること〕」とある（『段虚書契前編集釈』第一巻、

　参照）〔袷祭は数年に一度、秋に先祖神を合同祭祀すること。

　他の説もある〕。

（5）〔亡尤〕

　　「亡災」・「亡禍」と意味が近い。『詩経』小雅・四月に「廃為
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　残賊、莫知其尤〔人を損なうことに慣れて、その禍を知るこ

　ともない〕」とあり、鄭箋に「尤は、過［禍］のこと」とある。

（6）〔才十一月〕

　才：動詞、「在」に通じる。

（7）〔叙〕

　干省吾は『甲骨文釈林』釈叙の中で「瓢字は均しく「塞」と

　　　　　　　　　　　　　　むくい　読むべきで、鬼神の賜福に報塞ることを言う」と認識してい
　る。『漢書』郊祀志に「冬、祷祠に塞いる」とあり、顔師古の

　注に「塞は、祈る対象に報いることを謂う」とあり、徐瀬『説

　文段注箋』に「塞は、実のこと。戴氏桐は言う、これを拡大

　解釈すれば、〔鬼神の霊言を〕許諾してその言を事実とするこ

　とを塞と言うと、正しい。考えるに、祈祷する対象があり、

　許して犠牲の礼物を捧げて報い、自らその言を事実とするか

　ら、これを塞と言う」とある。

（8）〔王L9父丁〕

　父丁：今回の祭祀中において、小乙の下、兄己・兄庚の前に

　列している。今本『竹書紀年』の「武丁二十五年、王子孝己

　卒干野。〔武丁の二十五年、王子の孝己が国外〔野〕で亡くな

　る〕」、『史記』般本紀の「帝武丁が崩御し、子の帝祖庚が立ち、

　　…帝祖庚が崩御し、弟の祖甲が立つ」等に拠れば、この父

　丁はすなわち武丁であり、下文の兄己はすなわち孝己で、兄

　庚はすなわち祖庚であり、当時の王は武丁の子で、孝己（兄

　己）・祖庚（兄庚）の弟、即ち祖甲である。これに由れば、本

　片のト辞が祖甲の時に属すことを認定することができる。
（9）　〔園　1≡≡］　卜〕

　園園：この二字は原片がすでに残欠しており、卜辞の例文

　によって補った。この片のト辞に、乙の目に小乙を祭祀し、

　丁の日に父丁を祭祀し、已の日に兄己を祭祀すると記録して

　いるので、この条の兄庚の祭祀は、まさに庚の日である。本

　旬〔この10日間〕の庚の日はただ庚辰だけであるから、「庚
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辰」の二字を補った。その他の口内の字も皆卜辞の例文に

より補った。この片の乙亥の日・丁丑の日・己卯の日には各々

両卜〔第一ト・第二卜〕があって一組を構成し、この三組の

第一トの叙辞〔前辞とも言う。トった日付・貞人の名を記す〕・

命辞〔何をトったか、その内容を記す〕は〔三組とも〕同じ

く、第二トの叙辞・命辞もまた同じで、規則正しい。この例

に従えば、この片にはなお〔庚辰の日に〕兄庚を祭祀する第

二トが欠けており、下〈訳者：原文は「上」に誤る〉に「庚

辰卜、行貞：王U9、熱、亡尤」の一条を補うべきで、これに

より第四組を構成する。

【卜辞の意味】

①乙亥の日にト占し、貞人の行が問う：王は小乙を償祭し壱祭す

　れば、どのような災禍もないか？時は十一月である。

②乙亥の日にト占し、貞人の行が問う：王は（小乙を）償祭し

叡祭すれぱ、どのような災禍もないか？

③丁丑の日にト占し、貞人の行が問う：王は父丁を償祭し脅祭す

　れば、どのような災禍もないか？

④丁丑の日にト占し、貞人の行が問う：王は（父丁を）債祭し

　叙祭すれば、どのような災禍もないか？

⑤已卯の日にト占し、貞人の行が問う：王は兄已を債祭し脅祭す

　れば、どのような災禍もないか？

⑥已卯の日にト占し、貞人の行が問う：王は（兄巳を）債祭し

叙祭すれば、どのような災禍もないか？

⑦庚辰の日にト占し、貞人の行が問う：王は兄庚を償祭し脅祭す

　れば、どのような災禍もないか？

【補説】

本片のト辞は断代の証拠が充足しており、祖甲の時の標準の片

〔甲骨片〕とすることができる。
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第17片（1）

①王其又母戊一蔀（2）、此受又？（3）

②二蔀？

③卯恵羊？ω

④恵小牢？（5）

⑤恵牛？王此受又？

（1）本片は『般契粋編』第380片を採用。

（2）〔王其又母戊一一｛P〕

　　又：祭の名、「侑」に通じ、神に報いる祭のこと。『爾雅』釈

　　詰に「侑、報也。」とある。

　　母戊：商王の配偶者の廟号で戊とされる者。卜辞中の配偶者

　　の廟号の戊を称する商王は、大丁・武丁・祖甲であり、『甲骨

　　文合集』はこの片を第三期に定めているから、この母戊は康

　　辛か康丁の皇太后（祖甲の妻）に対する称謂である。

　　却：「妾」と同じく、一種の女の奴隷あるいは女の捕虜であろ

　　う。ここは生蟄に用いる。

（3）〔此受又〕

　　又：「侑」に通じる。

（4）〔卯吏羊〕

　　卯：郭沫若は「卯の字形に因って意味を取れば、剖いて二っ

　　に分けることであろう」と認識する（『卜辞通纂』に見える）

　　ここは生費を剖いて祭ることを指す。

　　更：語気詞

（5）〔恵小牢〕

　　牢：音は1ao、特殊な飼育をした羊の生蟄。一っの小率の生

　　費の数は未詳。
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【卜辞の意味】

①王は母戊を侑祭するのに一人の辛pを生蟄に用いれば、〔母戊の〕
　ゆたすけ

　祐を得ることができるだろうか？

②二人の卸を用いようか？
　　　　さ③羊を剖こうか？

④小牢を生賛に用いようか？

⑤牛を生費に用いようか？王はこの様な祭祀で〔母戊の〕祐を

　得ることができるだろうか？

【補説】

　この片のト辞は般王の母戊に対する侑祭を記載したもので、五

種類の生費を用いる方法を提出してト問しており、その中に卸の

生賛が提示されているのは、段代に女の奴隷あるいは女の捕虜を

生蟄としたリアルな記録である。
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第18片ω

①丁卯貞：幽目莞其用自上甲汎至干父丁？（2）

②丁卯貞：歯目莞干父丁？

③辛未貞：干河車禾？（3）

④辛未貞：率禾干河、奏三牢ω、況三牛（5）、宜牢？（6）

⑤辛未貞：卑禾高且河干辛巳彰奏？m

⑥辛未貞：皐禾干高且、蓑五十牛？

⑦辛未貞：其奉不干高且？

⑧辛未貞：奉禾干営？（8）

⑨乙亥卜：其晋艶干鉤？（9）

（1）本片は『甲骨文合集』第32028片を採用。

（2）〔雀目莞其用自上甲ラ凡至干父丁〕

　㊨：段の武將の名、字は明瞭には認識し難い。

　目：経籍には「以」に作る。ここでの意味は進献である。

　莞：部落の名、股と常に戦うことがあった。これは莞人を指

　し、戦争での捕虜の類であろう。噛目莞」は、主語〔莞〕・

　述語〔歯目〕を構成し、「占目」〔述語〕は「莞」〔主語〕の修

　飾語となっている。

　上甲：股の先王の名。

　汎：音はji、「畿」の原形の文字。『説文』五上〔血部〕に「釜、

　以血有所知徐祭也。〔整は、切り割いた（生賛の）血を（青銅

　器等に）塗る〔血塗る］祭りである〕」とあり、知は音ji、切

　り割く意。汎は動物や人間の生蟄を割いて血を取り、〔青銅器

　等に血塗って〕祭ることを指す。（干省吾『甲骨文字繹林』稗

　両、参照。）

　父丁：この片のト辞は貞人を記さず、〔卜占した〕月も記さず、

　最末の一辞を除いて、その他は全て「貞」と書く、これは典

　型的な武乙の時期のト式であり、この父丁はすなわち武乙の
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　父の康丁である。

　　此の句の構文は特別で、普通の句形に比べると連動式であ

　り、第一動詞は「用」で、目的語の「槍目莞」に前置し、第

　二の動詞は「汎」で、この目的語は「自上甲至干父丁」であ

　るが、ただ動詞の「ラ1七」はこの目的語の中間に挿入され、目

　的語を分割している（本書の『古文字概述四、甲骨文中的幾

　種語法現象』、参照）。普通の句形では「用歯以莞汎自上甲至

　干父丁」と理解すべきである。

（3）〔干河率禾〕

　河：もとは自然神であるが、下文に「高且（祖）河」と称し、

　あるいは「高且」と略称することから見れば、すでに般人か

　ら尊ばれる先祖である。

　牢禾；意味は「奉年」と同じ。卑は、音はhu、祈求すること。

　この字は周代の金文にも見え、例えば『衛鼎』に「用1〈’壽句

　永福」、『伯櫨般』に「唯用祈琴萬年」とあり、匂・牢は祈と

　意味が近い。禾は、本来は広く穀類を指しているが、ここは

　年の実り〔豊年〕を指す。

（4）頃三牢〕

　糞：柴を積み重ね〔その上に置いた〕生蟄を焚いて祭ること。

　牢：特殊な飼育をした牛の生蟄。一般的な〔普通に飼育した〕

　牛の生賛は、牛とだけ称するのである。

（5）〔況三牛〕

　況：字は牛を水中に沈める〔形〕に象っており、これは祭祀

　に生賛を用いる一種の方法である。『周禮』春官・大宗伯に「以

　狸況祭山林川沢。〔狸を沈めて山林川沢を祭る〕」とある。

（6）〔宜牢〕

　宜：字は肉を祖上に置く〔形〕に象っており、これは祭祀に

　生賛を用いる一種の方法である。

（7）〔黍禾高且河干辛巳彰窒〕

　且：「祖」の原形の文字。
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　膨：祭の名、具体的な祭の方法は不詳。

（8）〔奉禾干恰〕

　密：字は山〔の構成要素〕に従うから、本来は山の神の名で、

　後に股人に尊ばれて先祖となったのであろう。これは河が尊

　ばれて先祖となったのと同様である。

（9）〔其晋＄干鉤〕

　晋釜：「寧秋」に通じ、祭祀を挙行して、秋の平安〔実り〕を

　求めることを指す。

　詞：般の先公の名。干省吾は、「絢」は『説文』五上〔今部〕

　の「響」で、その或体〔別体〕は日写」に作るから、経籍で

　は多く誤ってレ厚」に作る、と言う（『甲骨文字繹林』鐸8㌦

　参照）。

【卜辞の意味】

①丁卯の日に問う：幽が奉献〔進献〕した莞人を用いて、上甲か

　ら父丁に至る先公先王を汎祭〔生賛の血を血塗る祭〕するか？

②丁卯の日に問う：幽が奉献した莞人を用いて父丁を（ラrし祭）す

　るか？

③辛未の日に問う：先祖の河に向かって良き実り〔豊年〕を祈求

　するか？

④辛未の日に問う：先祖の河に向かって良き実りを祈求し、三牢

　を用いて：£’祭〔焚いた生費を奉げる祭〕し、三頭の牛を用いて

　W祭〔水に沈めた生費を奉げる祭〕し、一牢を用いて宜祭〔祖

　上に置いた生蟄を奉げる祭〕するか？

⑤辛未の日に問う：辛巳の日に高祖の河に向かって良き実りを祈

　求し、酉ら祭と登祭を用いるか？

⑥辛未の日に問う：先祖の河に向かって良き実りを祈求し、五十

　頭の牛を用いて蚤祭を挙行するか？

⑦辛未の日に問う：先祖の（河）に向かって良き実りを祈求する

　か？
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⑧辛未の日に問う：先祖の僧に向かって良き実りを祈求するか？

⑨乙亥の日にト占し、〔問う〕：先公の鉤に向かって秋の平安〔実

　り〕を求める祭を挙行するか？

【補説】

　同版の同類のト辞は、省略することが多く、例えば本版の丁卯

の日の「宙目莞干父丁」〔②〕は、実はト辞の意味は、缶が奉献し

た莞人〔の生費〕を用いて〔上甲から〕父丁〔に至る先公先王〕

を7N祭すること〔①と同様〕であるが、「用」字・「汎」字は前〔①

に記していること〕を承けて省略している。また、例えば辛未の

日に先祖の河を祭祀した対象の五条のト辞〔③・④・⑤・⑥・⑦〕

は、先祖河を別けて河・高祖河・高祖と称している。河・高祖は

みな高祖河の略称である。

　卜辞中の生費を用いる状況から見ると、先祖河を祭祀する時に

用いる生賢は立派であり、河は当時の般人の思い〔考え〕の地位

においては、営と比べて非常に高いことが看取できる。

　語法上より見ると、目的語がその他の成分〔動詞〕に分割され

る現象〔①〕が出現していることは、注目に値する。
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第19片ω

①辛巳卜、真：来辛卯酉三河十牛（2）、卯十牢？（3）王錫衰十牛ω、卯

　十牢上甲糞十牛、卯十牢？

②辛巳卜、貞：王集、上甲即宗干河？（5）

③辛巳卜、貞：王皇河（6）、藁？

④弓弓皇？（7）

⑤辛巳卜、貞：王室河、婁？

⑥弓弓皇？

⑦庚寅卜、貞：辛卯又歳自大乙十示又口牛図羊？（8）

⑧癸巳卜、貞：又上甲歳？（9）

⑨弓弓又歳？

⑩甲午卜、貞：其汎又歳自上甲？（1°）

⑪弓弓已又？（11）

⑫甲午卜、貞：又出入日？（12）

⑬弓弓又出入日？

⑭乙未卜、貞：旨方来（13）、干父丁征？（14）

⑮乙未卜、貞：旨来、干大乙征？
⑯己亥卜、貞：竹来目旨方（「5）、干大乙帝？（16）

（1）本片は『小屯南地甲骨』第1116片を採用

（2）〔来辛卯酉三河十牛〕

　来：卜辞には一般に十日　〔一旬〕以後を「来」と称する。こ

　こは辛巳の日にト占し、辛卯の日はこの日〔辛巳〕からちょ

　うど十日目である。

　彫：祭の名、具体的な祭の方法は不詳。

　河：股の先祖の名。

（3）〔卯十牢〕

　　　　　　　さ　卯：生費を剖いて祭ること（郭沫若『卜辞通纂』、参照）。

　牢：特殊な飼育をした牛の生蟄。
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（4）ぽ鑓＋牛〕

　　王錫：王亥のことで、段の先公の名、古本『竹書紀年』に「股

　　王の子亥」と称し、今本に「般侯の子亥」と称し、『楚辞』天

　　間に「該」に作り、『世本』に「骸」あるいは「核」に作り、

　　『漢書』古今人表に「核」に作る。『史記』般本紀に「振」に

　　作っているのは、「核」や「核」の字が讃誤したものであろう

　　（王国維「般卜辞中所見先公先王考」〔『観堂集林』春九〕、参

　　照）。『μ」海経』大荒東経に「王亥両手操鳥、方食其頭〔王亥

　　と言う人がいて、両手で鳥を捕まえて、その頭を食べてしま

　　う〕」とあり、卜辞の「妾」〔の構成要素の上部〕が佳に従っ

　　ているのは、この伝説と関係があるかも知れない。

　　婁：柴を積み重ね〔その上で〕犠牲を焚いて祭ること。

（5）〔王蔓上甲即宗干河〕

　　上甲：殿の先王の名、王亥の子。

　　即宗：他のト辞には「即干宗」と称することもあり（『段虚書

　　契績編』1．21．2）、宗廟内で祭祀を享受することを指す。卜辞

　　に「河其即宗」（『段虚文字甲編』717）・「饗即宗」「河即宗」

　　（『股契粋編』4）と言うのも、皆この意味である。このト辞に

　　称する「王集〔亥〕・上甲即宗干河」の意味は、王錫・上甲が

　　宗廟内に至って祭祀を享受し、〔先祖の〕河とともに祭祀され

　　ることである。

（6）〔王M9河〕

　　室：音はbin、「債」に通じ、神や先祖を敬う祭のこと。

（7）　〔弓弓」［〕

　　弓弓：音はbi、否定の副詞。

（8）〔辛卯又歳自大乙十示又口牛［乙汎羊〕

　　又：「侑」に通じる。『爾雅』釈詰に「侑は、報なり」とあり、

　　　　　むく　　祖先に報いる祭祀を指す。

　　歳：tl字に作り、斧や鍼の形に象り、ここは割く意味であり、

　　生蟄を割いて祭ることを言う。経籍中には「劇」を用いるこ
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　　とが多い。「歳」は「劇」の原形の文字である。

　　自大乙十示：大乙以下の十世の先王を指す、すなわち大乙・

　　大丁・大甲・大庚・大戊・中丁・祖乙・祖辛・祖丁・小乙・

　　を指す。大乙はト辞に唐と称することもあり、経籍には天乙

　　あるいは成湯と称する。

　　汎：「登」の原形の文字、音はji、生費の血を取って〔青銅

　　器等に塗［血塗］って〕祭ること。

（9）〔又上甲歳〕

　　同版のト辞の例文から「上甲を又〔侑〕歳する」ことが分か

　　る。

（10）〔其況又歳自上甲〕

　　自上甲：上甲以下の先王を指す。

（11）〔弓弓已又〕

　　已：この字の意味は不詳。

（12）〔又出入日〕

　　「出日〔目の出〕」と「入日〔日の入り〕」を侑祭すること。

　　他のト辞には二者を分けて書くものもあり、例えば「丁已卜、

　　又出日？丁已卜、又入日？」（『般契侠存』407）とある。『尚

　　書』虞夏書・尭典に「寅賓出日…寅饒納日」とあり、孔穎達

　　の疏に「恭敬導引将出之日……恭敬従送既之日〔恭敬して日

　　の出を導き、……恭敬して日の入りを送る〕」とある。古は日

　　を神とするから、この祭典があった。

（13）〔旨方來〕

　　旨方：地方の国の名。召方と解釈することもある。

　　來：やって来て〔境域を〕侵犯することを指す。

（14）〔干父丁1’it〕

　　父丁：『小屯南地甲骨』には、この片の時代を第四期（武乙・

　　文丁の時）に定めており、すなわち、この父丁は武乙の父の

　　康丁を指している。

　　位：音はxi、『説文』二下は「徒」の或体〔別体〕とする。
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　　ここは祭名に用い、具体的な祭の方法は不詳。

（15）〔竹來目旨方〕

　　竹來二竹は地方の国の名、卜辞に「竹入十」（《股虚文字乙編》

　　4525）とあり、証拠にすることができる。竹来は竹がやって来

　　て〔境域を〕侵犯することを指す。

　　目旨方：すなわち「與旨方」のこと。目は介詞、経籍には「以」

　　に作る。竹来以旨方は、すなわち竹が旨方とともにやって来

　　〔て境域を侵犯す〕ること。語の順序がやや特殊である。

（16）〔干大乙牽〕

　　令：字は認識できないが、卜辞の例文によれば祭名であろう。

【卜辞の意味】

①辛巳日にト占し、問う：来たる辛卯の日に先祖の河を彫祭する

　　　　　　　　　　　　　さ　に、十牛を用い、十牢を卯く〔剖く〕か？王亥を祭祀するに、
　　　　や　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　や
　　　　　　　　　　　

さ

　十牛を嚢き、十牢を卯くか？上甲を祭祀するに、十牛を炎き、

　　　　　
さ

　十牢を卯くか？

②辛巳の日にト占し、問う：王亥・上甲を宗廟内に至らせ、〔先

　祖の〕河とともに祭祀を享受させるか？

③辛巳の日にト占し、問う：王は先祖の河を債祭〔神や先祖に敬

　意を表す祭〕し、克祭〔生蟄を焚いて奉げる祭〕するか？

④債祭しないか？

⑤辛巳の日にト占し、問う：王は先祖の河を債祭し、棄祭するか？

⑥債祭しないか？

⑦庚寅の日にト占し、問う：二回目の辛卯の日に大乙以下の十世

　の先王を侑祭〔祖先に報いる祭〕・歳祭〔生蟄を割いて供する祭〕

　し、……侑祭に牛の生蟄を用い……汎祭〔血を取って血塗る祭〕

　に羊の生蟄を用いるか？

⑧癸巳の日にト占し、問う：上甲を侑祭・歳祭するか？

⑨侑祭・歳祭しないか？

⑩甲午の日にト占し、問う：上甲以下の先王を汎祭・侑祭・歳祭
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　したいか？

⑪侑祭しないか？

⑫甲午の日にト占し、問う：出日〔日の出〕と入日〔日の入り〕

　とを侑祭するか？

⑬出日と入日とを侑祭しないか？

⑭乙未の日にト占し、問う：旨方がやって来て〔境域を〕侵犯し

　た。父丁を征祭するっもりか？

⑮乙未の日にト占し、問う：旨［方］がやって来て〔境域を〕侵犯

　した。大乙を征祭するつもりか？

⑯已亥の日にト占し、問う：竹と旨方が一緒にやって来て〔境域

　を〕侵犯した。大乙を含祭するつもりか？

【補説】

　この片のト辞は一塊の牛の肩甲骨の上にあり、卜辞中には彫・

卯・嚢・皇・又・歳・汎・征・膏等の祭礼に関する多種の名称が

出現し、祭祀の対象には祖先の神〔王亥・上甲・大乙〕があり、

また自然神〔河・出日・入日〕もある。卜辞にはまた方国の旨と

竹とがやって来て侵犯することが記載されており、内容が相当豊

富である。
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第20片（1）

①己未圓：恵甲国彫固自上甲？（2）

②己未貞：干乙丑彫伐？

③辛酉貞：甲子彫嘉？（3）弓弓彰嘉？ω

④庚午貞：射渠目莞用自上甲（5）、恵甲戌？干乙亥用射εb目莞？

⑤癸酉貞：射II；目莞自上甲、乙亥？

⑥癸酉貞：射畿目莞用自上甲干甲申？

（1）本片は『甲骨文合集』第32023片を採用。

（2）〔己未回：恵甲固民固自上甲〕

　　回：字は残欠しているが、卜辞の例文によって補った。

　吏：語気詞、経籍には「唯」に作る。

　甲固：二字目は残欠している。下条のト問個所とこの条と

　同一の事象とすることができるが、〔同日［己未］に再トする

　のは〕祭祀の時間〔甲子or乙丑〕を選ぶことが目的だから

　であり、下条のト問が乙丑の日であれば、この条のト問は〔前

　日の〕甲子の日であるから、「子」字を補った。

　膨固：二字目は残欠しており、下条により補って膨伐」に

　作った。彫は祭名、具体的な祭の方法は不詳。伐は、生費の

　動物あるいは人間の頭を断ち斬って祭ることを指す。

（3）〔甲子彫嘉〕

　窃：音はxie、卜辞には「口」に作る。嘉は力を合わせる意

　味があり、葉玉森は周の給祭〔数年に一度、秋に先祖神を合

　同祭祀すること。他の説もある〕に相当すると言う。

（4）　〔弓弓目易〕

　弔：音はbi、否定副詞。

（5）〔射論目莞用自上甲〕

　射晶：射は官職名、銅は個人名。射ETsは股代の武将である。

　目：経籍には「以」に作り、ここでは奉献〔進献〕の意味で
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ある。「射ξ巨呂莞」〔の「莞」〕は射晶が献じる美人を指し、

戦争で捕虜にした者たち。「射eli目」は、主語・述語の構文

で、「莞」の連体修飾語である。「射詣目莞」は、また動詞と

述語で、「用」に前置する目的語である。

【卜辞の意味】

①己未のHに問う：甲子の日に上甲以下の先公・先王を配祭・伐

　祭するか？

②己未の日に問う二乙丑の日に配祭と伐祭を挙行するか？

③辛酉の日に問う：甲子の日に牟祭・嘉祭を挙行するか？また

　配祭と嘉祭を挙行しないか？

④庚午の日に問う：射熊が奉献した莞人を用いて生費とし、上甲

　以下の先公・先王を祭祀する、それは甲戌の日か？また乙亥

　の日に、射詣が奉献した莞人を〔生蟄として〕用いるか？

⑤癸酉の日に問う：射eiiが奉献した莞人を用いて生費とし、上甲

　以下の先公・先王を祭祀する、それは乙亥の日か？

⑥癸酉の日に問う：射el∋が奉献した莞人を用いて生蟄とし、上甲

　以下の先公・先王を祭祀する、それは甲申の日か？

【補説】

　この片のト辞は語法上たいへん特色がある：

一 、時間〔目〕の表示について、前置詞・目的語の構文を用いる

　もの「干乙丑」・「干甲申」、直接干支を用いるもの「甲子」・「乙

　亥」、句首や句末に置くものなどがある。

二、目的語を前置するもの「射縮目莞用自上甲」、後置するもの「干

　乙亥用射詣目莞」などがある。二つは対照的で、非常に明瞭で

　ある。

三、句の成分に省略があるもの、癸酉の日の両条のト辞など、一

　条目は述語の中心の動詞「用」を省略し、二条目と対照してい

　ないから、容易に述語の中心の動詞を「呂」に誤り、主語もま
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た「射ε同に誤ってしまう。そこで、我々はト辞の語法を分析

するとき、特に言語環境に注意する必要があり、共版〔同じ坑

から出土した一塊の甲骨片や正反セットになっているもの〕や

同類〔卜辞の内容が同じか近似しているもの〕のト辞を多く利

用して比較分析しなければならない。
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第21片ω

①庚子卜、争貞（2）：西吏旨亡田？（3）出ω。

②庚子卜、争貞：西吏旨其山囚？⑤　一二告（6）

③貞：西吏旨亡田？出。　二

④西吏旨其Y！［N？　二

⑤貞：旨亡囚？　三二告

⑥旨其里［N？　三

⑦旨亡囚？　三

⑧其里囚？　三

⑨旨亡田？　五

⑩其虫囚？　五

（1）本片は『甲骨文合集』第5637片を採用。

（2）〔争貞〕

　争：武丁の時の貞人の名、これに拠って、この片のト辞の時

　代を第一期に定めることができる。

（3）〔西吏旨亡囚〕

　西吏旨：西吏は官職名、旨は個人名である。

　日ヨ：「禍」に通じる。

（4）〔田〕

　口と十〔の構成要素〕に従う字、すなわち「叶」（xie）字。

　　『説文』十三下〔嘉部〕に「協、衆之和同也。杁窃十。叶、白f

　古文協、杁口十。叶、叶或杁日。〔協は、大勢が和して同じく

　すること。窃と十〔の構成要素〕に従う。叶は、古文の協で、

　口と十〔の構成要素〕に従う。titは、叶の或体〔別体〕で、

　日〔の構成要素〕に従う〕」〈訳者：原本の『説文』の引用に

　誤りがあるので、訂正した〉とあり、他のト辞では「叶王事」

　と称することが多く、協力して王事を処理することを言う。

　ここは単に「叶」とだけ称するのは、「叶王事」の省略である。
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　　　　　　　　ちゅうじ
　ここは占辞〔蘇辞とも言う〕で、すなわちト兆〔卜占の結果〕

　を観察してから出した判断である。

（5）〔西吏旨其里田〕

　山：「有」に通じる。

（6）〔一二告〕

　－1以下の二・三・三・五と均しく兆序〔卜占［卜問］の順序〕

　である。

　二告：兆辞〔卜占［卜問］を再度行ったことを示した辞〕（第3

　片及び第11片注を参照）。

【卜辞の意味】

①庚子の日にト占し、貞人の争が問う：西吏の旨に災禍〔禍映〕

　はないか？彼は協力して王事を処理するだろう（卜兆を観察

　して出した判断）。

②庚子の日にト占し、貞人の争が問う：西吏の旨に災禍はあるだ

　ろうか？

③問う：西吏の旨に災禍はないか？彼は協力して王事を処理す

　るだろう（卜兆を観察して出した判断）。

④（問う1）西吏の旨に災禍はあるだろうか？

⑤問う；旨に災禍はないか？

⑥（問う：）旨に災禍はあるだろうか？

⑦（問う：）旨に災禍はないか？

⑧（問う：）災禍はあるだろうか？

⑨（問う：）旨に災禍はないか？

⑩（問う：）災禍はあるだろうか？

【補説】

　西吏の旨における災禍の有無・協力して王事を処理できるか否

かを問うために、貞人の争は〔甲骨片の〕正反両面において五回

ずつト占している。このことは、この人〔西吏の旨〕に対する関
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心が十分に看取できる。またこれによって、西吏の旨が武丁の時

の重臣であったことが推測できる。

　第一条のト辞は、叙辞〔前辞とも言う。卜占施行の日付と施行

者である貞人の名を記す〕・命辞〔何をト占したか、その内容を記
　　　　　　　ちゅう　じ
す〕・占辞〔蘇辞とも言う。ト占の結果から予想・判断した辞〕

がすべて整っており、その後の各条はだんだんと省略されていく。

第三組以下は官職名〔西吏〕を省略して個人名〔旨〕だけを直接

称している。第四・五組では、各一条で個人名〔旨〕も省略して

いる。
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第22片ω

①乙卯卜、殼貞ω：王比皇乗伐下危（3）、受里又？ω　三

②乙卯卜、殻貞：王勿比皇乗伐下危、弗其受又？　三

③貞：王比皇乗？　三

④貞：王勿比皇乗？　三

⑤丁巳卜、殻貞：王学衆六干莞方（5）、受里又？　≡

⑥丁巳卜、殻貞：王勿学衆莞方（6）、弗其受里又？　三

⑦王恵出循？（7）≡

⑧王勿佳出循？（8）三

⑨庚申卜、殻貞：乍努？（9）≡

⑩庚申卜、散貞；勿乍i7？　三

⑪貞：王衷泣叡比伐［罰因？〔1°）三

⑫貞二王勿比祉事伐臣因？（10　－

⑬衷訊比？三

⑭勿佳比☆？　三

（1）本片は『般虚文字丙編』第22片を採用。

（2）〔殻貞〕

　殻：音はque、武丁の時の貞人の名、これに拠って、この片

　のト辞の時代は第一期に定めることができる。

（3）〔王比皇乗伐下危〕

　比：近づき親しむことで、連合すること。『周礼』夏官・形方

　氏に「大国比小国」とあり、鄭玄の注に「比は猶お親のごと

　きなり」とある。

　皇乗：皇は「塑」の原形の文字、ここでは地方の国の名。

　皇乗〔の乗〕は人名、地方の国皇の首領である。

　下危：地方の国の名。

（4）〔受里又〕

　里：音はyou、ここでは名詞の詞頭に用い、経籍には「有」
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　に作る。

　又：「祐」に通じる。

（5）〔王学衆大干莞方〕

　学衆：学は、音はxiao、意味は教、経籍には「敦」に作る。

　　『尚書』商書・盤庚に「盤庚敦干民、由乃在位……〔盤庚は

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　さと　民が在位者（為政者）の……に由ることを敦（諭・覚）る〕」

　とあり、『史記』段本紀にその文を要約して「盤庚乃ち諸侯・

　大臣に告諭す」とする。学衆は、衆人を教令・暁諭する意味

　である。

　六：「伐」の省略である。同類のト辞「口口卜、殻貞：王伐

　乾、帝受我又？」（胡厚宣『甲骨続存』上627）が「伐］に

　作っていることにより、証拠とすることができる。

　菟方：地方の国の名。干省吾は花字を髪に解釈して、『尚書』

　周書・牧誓の「及庸・蜀・蒐・髪・微・盧・彰・撲人」の髪、

　　『詩経』小雅・角弓の「如蛮如髪」の髪である。『詩経』の鄭

　箋に「髪は西夷の別名。武王紺を伐ち、其れ等有八国従う」

　とある。莞を原形の文字とし、髪は後起の変体の繁文で、髪

　も髪の仮借字である（「釈莞」〔『甲骨文字釈林』〕、参照）と言

　う。

（6）〔王勿学衆亮方〕

　この辞の語意は「王は衆人（兵隊）に　を討伐させることが

　できないだろうか？（王勿学衆伐干莞方）」と同じで、上条の

　ト辞と対貞〔肯定と否定の対応したト問〕であるから、〔「伐」

　を〕省略してもト辞の意味を知ることができる。

（7）〔王恵出循〕

　衷：語気詞。

　循：巡視。『礼記』月令に「循行国邑。〔国内を巡って視察す

　る〕」とある。

（8）〔王勿佳出循〕

　佳：語気詞、経籍には「唯」に作る。本句と上句の語気詞〔衷〕
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　は使用上において違いがある。

（9）〔乍卸

　乍：祭名で、具体的な祭の方法は不詳。

　努：音はbin、祭の名、「濱」に通じ、神を敬う祭である。『礼

　記』礼運に「山川所以債鬼神也。〔山川（の存在理由）は鬼神

　を敬い祀るためである〕1とある。
（10）〔王恵祉昏比伐［画匪］〕

　祉事：注は地方の国の名。辻執は人名、地方の祉国の首領の

　こと。〔祉を〕省略して執とだけ称することもある。句中の

　　「泣訊」は「比」の前置の目的語で、前に語気詞「衷」を標

　記する（本書「古文字概述　四、甲骨文中的幾種語法現象」、

　参照）。

　　団因：原片が残欠しており、卜辞の例文に依って補った。

　方は、地方の国の名、卜辞には多く出現する。

　　「事」・「β」の音読は不明。

（11）〔王勿比祉承伐β固〕

　囲：原片が残欠しており、卜辞の例文に依って補った。

【卜辞の意味】

①乙卯の日にト占し、貞人の殻が問う：王は皇の乗と連合して下

　危を討伐すれば、〔神や先祖の〕祐を受けることができるだろう

　か？

②乙卯の日にト占し、貞人の殻が問う：王は皇の乗と連合して下

　危を討伐しなければ、〔神や先祖の〕祐を受けることができな

　いだろうか？

③問う：王は皇の乗と連合するか？

④問う：王は皇の乗と連合したくないか？

⑤丁巳の日にト占し、貞人の殻が問う：王は衆人〔兵隊〕を教令

　して莞方を討伐すれば、〔神や先祖の〕祐を受けることができる

　だろうか？
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⑥丁巳の日にト占し、貞人の殻が問う：王は衆人〔兵隊〕を教令

　して莞方を討伐しなければ、〔神や先祖の〕祐を受けることが

　できないだろうか？

⑦（問う：）王は〔畿内を〕出て巡視したいか？

⑧（問う：）王は〔畿内を〕出て巡視したくないか？

⑨庚申の日にト占し、貞人の殻が問う：乍祭と債祭〔神を敬う祭〕

　を挙行するか？

⑩庚申の日にト占し、貞人の殻が問う：乍祭と償祭〔神を敬う祭〕

　を挙行したくないか？

⑪問う：王は泣の叡と連合してβ方を討伐するか？

⑫問う：王は泣の訊と連合して芦方を討伐したくないか？

⑬（問う：）叡と連合するか？

⑭（問う1）訊と連合したくないか？

【補説】

　本片のト辞中の「比」は、述語動詞になる時、これ〔比〕と目

的語の位置に二つの形式がある。一つは「述語一目的語」で、

「王比皇乗……」・「王勿比皇乗……」等。もう一つは目的語を

前置し、目的語の前に語気詞「恵」を用いるもので、「王衷泣叡比

……
」・「恵融比」等である。

　本片のト辞の兆序はみな「！（四）」であるから、この1セット

〔一套〕のト甲〔甲骨片〕のなかの第四版〔第四甲骨片〕である

ことが分かる。また言えることは、この1セットのト辞は少なく

とも同様の大きさの4セット〔四塊〕の腹甲〔亀の腹の甲羅〕か

らなる。
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第23片ω

①王田日（2）：虫鴛！（3）其里来鼓ω。気至七日己巳（5）、允坐来鼓自

　西（6）。帳友角告日（7）：舌方出（8）・慢我示蒙田七十人（9）。五回（tO）。

②癸巳卜、殻貞（m：旬亡囚？王固日：里竜！其里来鼓。K至

　五日丁酉、允里来駄回西。祉昏告日（12）：土方画干我東量（13）、

　口二邑（14）、舌方亦慢我西量田。

③癸卯卜、殻貞：旬亡［E］？王固日、里」那！其里来鼓。五目丁未、

　允里来毅。飲神口口自4園（15）。六月。

④癸未卜、殻回：回固回？（i6）

第24片

⑤王田日：里牢！其虫来敏。K至九日辛卯、允坐来射自北、恨

　妻融告日（17）：土方侵我田十人。

（1）本片は『甲骨文合集』第6057片の正面と、その反面すなわ

　ち第24片を採用。反面のト辞は正面と連接している。別に

　残辞があるが〔『合集』には〕釈文を収録しない。

（2）〔王固日〕

　骨版の残断に因り、本条のト辞の叙辞〔前辞〕・命辞はとも

　に欠けている。卜辞中に「民至七日己巳」とあることによっ

　て、卜占の日が癸亥であることが推測できる。同版のト辞の

　例文に拠れば、「王回日」の前に「癸亥卜、散貞：旬亡囚？」

　を補うことができ、干支の順序に依れぱ、この残欠したト辞

　は最前に配するべきである。

　　固：音はzhan、卜兆〔卜占の結果〕を観察した後に出した判

　断を指す。
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（3）〔虫聯〕

　虫：「有」に通じる。

　斎：「崇」に通じる。

　　　　　　　　　たた　里孝：鬼神が崇りをおこすこと。

（4）〔其里来鼓〕

　其：語気詞、推測を表す。

　来多七すなわち「来難」のことで、「難」は災禍等のよくない

　出来事を指し、「来」は動詞で目的修飾語をともなう。

（5）〔弍至七日己巳〕

　民：「迄」に通じ、至のこと。迄・至は、ここでは同じ意味で

　連用される。

　気至七日己巳：（癸亥から）七日目の己巳に到るまで。

（6）〔允里来鼓自西〕

　允二副詞、予想どおり・確実の意。『詩経』大雅・公劉に「度

　　　　　　　　　　　　　　　　 はか　　　ひん　　きょ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　おおい　其夕陽、囲居允荒。〔其の夕陽を度り、囲の居允に荒なり〕」

　とあり、鄭箋に「允は、信なり」とある。

（7）〔岐友角告日〕

　厳友角二帳は地方の国の名、友角は個人名。厳友角は地方の

　張国の首領である。娘字の音読は不明。

（8）〔舌方出〕

　看方：遊牧部落の名で、常に段王朝を侵犯していた。看は口

　　〔の構成要素〕に従い、工の声〔音〕で、工〔kOU〕のように

　読む。

（9）随我示髪田七＋人〕

　千更：「侵」に通じる。

　示蒙：地名。髪字の音読は不明。

　七十：原辞は「十」に作る。すなわち「七」・「十」二字の合

　字。

（10）〔五回〕

　　「月」は残欠しており、卜辞の例文に拠って補った。
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（11）〔殻貞〕

　殻：音はque、武丁の時の貞人の名。これに拠って、この片

　のト辞の時代を第一期に定めることができる。

（12）〔祉叡告日〕

　泣叡：祉は地方の国の名。叡は個人名。泄甑は地方の泣国の

　首領である。

（13）〔土方亘干我東量〕

　土方：遊牧部族の名で、常に股王朝を侵犯していた。

　亘：「征」の原形の文字、出兵進攻すること。

　東量：量は「鄙」の原形の文字。東量は祉国の東辺の邑を指

　す。

（14）〔因二邑〕

　國：原片はわずかに残画を留めており、反面の残辞もまた

　　「K二邑」とあり、これに拠って補った。戎は原辞を叶に作

　り、kで人首を断つ〔形〕に象っているから、戦争による災

　害の本字であろう。

（15）〔6怖口口醇園〕

　　卜辞は残欠しており、歓字の筆画は完全ではないが、しばら

　く蝕に隷定しておく。この句の意味は不明。

（16）〔癸未卜、殻圓・回固回〕

　ここの骨〔片〕も字も残欠しており、本片反面のト辞に「K

　至九日辛卯」とあることに拠って、癸未から辛卯までちょう

　ど九日で、正反両面のト辞は接続していることが推測できる。

　欠字は、本版のト辞の例文に拠って補った。

（17）〔恨妻焙告日〕

　鉄妻婚：武丁の妻の名。蚊は般の属国で、その娘が〔般の〕

　武丁に嫁いで妻となったので、このように称する。これは董

　作賓の説である。蚊字の音読は不明。嫡の音はran。
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【卜辞の意味】

　正反両面のト辞を連読する。

①（癸亥の日にト占し、貞人の殻が問う：この一旬〔10日間〕の

　うちに災禍はないか。）王はト兆〔卜占の結果〕を観察した後に

　判断して言う：鬼神が崇りをおこすだろう。よくない出来事が

　発生するだろう。七日目の己巳の日に、予想どおり西方でよく

　ない出来事が発生した。帳の友角が報告して言う：「舌方が出兵

　し、我が示蒙の田地を侵犯し、七十人が捕虜になった」と。〔卜

　占した〕時は五月であった。

②癸巳の日にト占し、貞人の般が問う：この一旬のうちに災禍は

　ないだろうかと。王はト兆を観察した後に判断して言った：鬼

　神が崇りをおこすだろう。よくない出来事が発生するだろうと。

　五日目の丁酉の日に、予想どおりよくない出来事が西方から発

　生した。阯ポが報告して「土方が我が東辺の邑に進攻し、二っ

　の城邑が被災した。昔方がまた我が西辺の邑の田地を侵犯した」

　と言った。

③癸卯の日にト占し、貞人の般が問う：この一旬のうちに災禍は

　ないだろうかと。王はト兆を観察した後に判断して言った二鬼

　神が崇りをおこすだろう。よくない出来事が発生するだろうと。

　五日目の丁未の日に、予想どおりよくない出来事が発生した。

　……。時は六月であった。

④癸未の日にト占し、貞人の殻が問う：この一旬のうちに災禍は

　ないだろうかと。

⑤王はト兆を観察した後に判断して言った：鬼神が崇りをおこす

　だろう。よくない出来事が発生するだろうと。九日目の辛卯の

　日に、予想どおりよくない出来事が北方から発生した。映〔か

　ら嫁いだ〕妻嫡が報告して「土方が我が蚊国の田地を侵犯し、

　十人が捕虜になった」と言った。
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【補説】

　本篇〔第23片・第24片〕は叙辞〔前辞とも言う。卜占施行の

日付と施行者である貞人の名を記す〕・命辞〔何をト占したか、そ

　　　　　　　　　　　ちゅう　じ
の内容を記す〕・占辞〔蘇辞とも言う。卜占の結果から予想・判

断した辞〕・験辞〔卜占の当否・結果の〕がみな備わっており、験

辞の記載は最も詳細である。〔3片・4片の補説、参照〕
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第25片ω

①壬子卜、争貞（2）1我其乍邑（3）、帝弗ナ（4）、若？（5）三月。

　二三三五六七八九十

②癸丑卜、争貞：勿乍邑、帝若？　一二三三五六七八九＋

③園丑卜、争貞：我宅幽邑（6）、大巨］完ω、帝若？三月。　一二

　三三五六七八九十

④癸丑卜、争貞：帝弗若？　一目目目五六固囚九＋

（1）本片は『股虚文字丙編』第147片を採用。

（2）〔争貞〕

　争：武丁の時の貞人の名。これに拠れば、この片のト辞の時

　代は第一期に定めることができる。

（3）〔我其乍邑〕

　乍邑：城邑を建てること。乍は、作の原形の文字。『詩経』大

　雅・文王有声に「既伐干崇、作邑干豊。〔既に崇を伐って、豊

　に邑を作った〕」とある。

（4）〔帝弗ナ〕

　帝：天帝のこと。股人は天を神として尊崇した。

　ナ；「左」の原形の文字。『左伝』昭公四年に「且家卿無路、

　介卿以葬、不亦左乎。〔かつ家卿（主席）に路（天子から下賜

　された馬車）が無いのに、介卿（次席）が葬儀に使うのは、

　なんと都合が悪くはないか〕」とあり、杜預の注に「左、不便。

　　〔左は、都合が悪いこと〕」とある。「弗ナ」は、どのような

　不都合も無い、という意。〔周原甲骨刻辞第1片注6、参照〕

（5）〔若〕

　　「諾」の原形の文字、まことに許す、ということ。

（6）〔我宅　邑〕

　宅：居住すること。『尚書』虞夏書・尭典に「宅岨夷〔僥は義

　　　　　　　　　　　　お　仲を）嶋夷（東方）に宅らし〕」・「宅南交〔（義叔を）南交（南
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　郊＝南方）に宅らし〕」・「宅西〔（和仲を）西（西土＝西方）に

　宅らし〕」・「宅朔方〔（和叔を）朔方（北方）に宅らす〕」とあ

　り、『爾雅』釈言に「宅は、居ること」とある。

　故：「鼓」の原形の文字、ここは指示代名詞に用いる。

（7）〔大圃労〕

　　「大」の下の一字が欠けており、張乗権「丙編考釈」に「甲」

　を補う。今これに従う。

　芳：音はbin、「債」に通じ、祭の名で、先祖を敬う祭のこと。

　　「大甲傍」は大甲を償祭することで、目的語を前置する。

【卜辞の意味】

①壬子の日にト占し、貞人の争が問う1我（股）は城邑を建てた

　いが、天帝はどのような不都合もなく、まことに許すだろうか？

　時は三月である。

②癸丑の日にト占し、貞人の争が問う：城邑を建てなくても、天

　帝はまことに許すだろうか？

③癸丑の日にト占し、貞人の争が問う：我（商王）がこの城邑に

　居住し、大甲を債祭することを、天帝はまことに許すだろうか？

　時は三月である。

④癸丑の日にト占し、貞人の争が問う：〔大甲を償祭しなければ〕

　天帝はまことに許さないだろうか？

【補説】

　卜辞の兆序〔卜占の順序〕に由れば、般王が城邑を建てること

と、一っの城邑に居住することを知ることができる。また反覆し

て十回も貞問していることから、般王がこの類の事情に対して重

視していたことを十分に見て取れる。
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第26片ω

①丙辰卜、殻貞（2＞：帝佳其冬故邑？（3）二

②貞：帝弗冬X’a邑？　二

③貞：帝佳其冬a＄邑？　二

④貞：帝弗冬鉱邑？　二

⑤羽庚申嫌干黄傘？ω　二

⑥貞：我舞雨？（5）二

第27片（6）

⑦雀入一百五十m。

第28片（8）

①丙辰卜、殻貞：帝佳其冬故邑？　三

②貞：帝弗冬紘邑？　二

③貞：帝佳其冬ax邑？　二

④貞：帝弗冬故邑？

⑤羽庚申抹干黄余？

⑥貞：我舞雨？　二

第29片（9）

⑦雀入一百五十。
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（1）本片〔第26片〕は『般虚文字丙編』第71片を採用。

（2）〔殻貞〕

　殻：音はque、武丁の時の貞人の名。これによりト辞の時代

　を第一期と定めることができる。

（3）〔帝佳其冬垣邑〕

　帝：天帝。

　佳：語気詞、経籍には語気詞して「唯」に作る。

　其：語気詞、推測を表す。

　冬鉱邑：冬は「終」の原形の文字、長久・永久の意。ここは

　使役の用法で、……を長久させる。幻、は「弦」の原形の文字、

　これは指示代名詞に用いる。この邑は段都を指すことがある。

（4）〔羽庚申茂束干黄十〕

　羽：「翌」に通ず。卜辞では一般的に当日を「今」と称し、二

　日目から開始して九日目までを「羽」と称し、十日目以降を

　　「来」と称する。庚申は丙辰の日から五日目であるから「羽」

　と称する。

　練：字は認識できないが、祭祀の類の動詞であろう。

　黄傘：人・名。「傘」は、字は認識できず、隷定するにも不都合

　である。

（5）〔我舞雨〕

　舞雨：舞は祭の名。舞雨は、舞祭して雨を求めること。

（6）本片〔第27片〕は『股虚文字丙編』第72片を採用し、第

　71片〔丙71＝第26片〕の反面である

（7）〔雀入一百五十〕

　雀：殿の属国の名。

　　人：納める意で、貢物を進呈すること。

　一百五十：貢納した亀甲の数。五十はト辞にはkに作る。す

　なわち「五」と「十」の合文である。この句は署辞〔受入の

　署名［サイン］or備忘の記録〕で、亀甲の〔貢納された〕出ど

　　ころ〔来源〕を記録し、この片の亀甲が雀の貢納した一百五
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　十片の一つであることを説明している。

（8）本片〔第28片〕は『般虚文字丙編』第73片を採用し、兆序

　が「三」（四）である以外を除いて、その他の文字は第26片

　　〔丙71〕と全て同じである。

（9）本片〔第29片〕は『股虚文字丙編』第74片を採用し、第

　73片〔丙73＝第28片〕の反面であり、文字は第27片〔丙

　72〕と全て同じである。

【卜辞の意味】

①丙辰の日にト占し、貞人の殻が問う：天帝はこの邑を長久させ

　ることができるか？

②問う：天帝はこの邑を長久させることができないか？

③問う：天帝はこの邑を長久させることができるか

④問う：天帝はこの邑を長久させることができないか？

⑤来る庚申の日に黄陳を傘祭するか？

⑥問う：我は舞祭を挙行して雨を求めたいか？

⑦雀国は亀甲一百五十を貢納した。

（第28・29片のト辞は意味が上〔第26・27片〕と同じであり、

省略した。）

【補説】

　ここでト辞の内容が同じ二つの塊の亀の腹甲を選んだのは、第

26片の兆序は二で、第28片の兆序は三〔四〕であり、これはセ

ットのト辞の第二片と第四片であることが分かる。兆序が三≡であ

ることによって、一セットのト辞は少くても四つの塊の大小近し

い腹甲からなっていることが分かる。
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第30片（1）

①丙寅卜、衷馬小臣国？（2）

②責戌馬冒乎？（3）允王受又・？ω

③王其乎、允受又・？
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（1）本片は『股契粋編』第1156片を採用。

（2）〔恵馬小臣国〕

　衷：語気詞。

　馬小臣：官職名、馬に関する政務を主管する小臣、常に軍事

　行動に参与する。『般契粋編』第1152片に「口来告：大方出伐

　我自（師〉、衷馬小臣令？」とあり、馬小臣を派遣して大方の

　侵犯を防御したことである。

　国：原卜辞は欠けており、下句「衷戌馬宵乎」の例文に拠っ

　て補った。乎は、命令のこと。「恵馬小臣乎」は〔乎の前に〕

　目的語〔馬小臣〕が前置した句で、〔馬小臣の前に〕語気詞「恵」

　を標記する。

（3）〔恵戌馬官乎〕

　戌馬：官職名、戦時に兵車を指揮することから名づけられた

　ものであろう。

　官：字は認識できないが、戌馬の私名に該当するのであろう。

（4）〔允王受又・〕

　允：副詞、はたして’まことに、という意味。

　又．：「．」は重文符号。古くは「又」を名詞の最初〔詞頭〕に

　用いた。経籍には「有」に作る。後に「又」を「祐」に通用

　させた〔「又」と「祐」との音通により、「又」に「祐」の意

　味を当てた〕。

【卜辞の意味】

①丙寅の日にト占し、〔問う〕：馬小臣に命令するか？

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 たすけ

②また戌馬の写に命令するか？王はまことに〔天帝の〕祐を受

　けることができるだろうか？

③王がもし彼らに命令したら、まことに〔天帝の〕祐を受けるこ

　とができるだろうか？
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第31片ω

①戊辰卜、才翠貞（2）：王田発（3）、不違大雨？ω鉱神（5）。才九月。

（1）本片は『甲骨文合集』第37646片を採用。
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（2）〔才輯〕

　才：動詞、「在」に通じる。卜辞には皆「才」を「在」とし、

　西周金文に始めて土〔の構成要素〕に従う才の声〔音〕の「在」

　の字が出現する。

　琴・音は・hun・地名・

（3）〔王田布〕

　田：田猟のこと。『詩経』鄭風・叔干田に「叔干田、巷無居人。

　　〔鄭の共叔段は狩場に行って狩りをする、村には人が見当た

　らない〕」の毛伝に「田は、禽を取るなり」とあり、孔穎達疏

　に「田は、猟の別名で、田で禽を取るから、田と名づけた」

　とあり、経籍では「敗」に作ることもある。

　）｝C：字は認識できないが、地名であろう。

（4）〔大違大雨〕

　違：遭遇すること。

（5）〔辮「〕

　玄幻「弦」の原形の文字、指示代名詞で、この、の意。

　午p：「御」の原形の文字、用いる、の意。「踊卸」はこの一ト

　を上帝に用いる〔問う〕ことを指す。

【卜辞の意味】

①戊辰の日にト占し・9の地で問う・E　e9の地一行って猟を行

　うが、大雨に遭遇しないだろうか？この一トを上〔天帝〕に用

　いた〔問うた〕。時は九月である。

【補説】

　これは田猟のト辞で、貞人の名を著さない。卜辞中に明かに
喜の地でト問したことを明記し・卜占の＄1まただ珀の所在地だ

けではなく・外地でも行ったことを説明している・享は般王の儲

の所在地であるか、あるいは、ただ股王が田猟の途中で臨時に駐

屯した場所である。
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第32片ω

①壬辰王卜（2）、貞：田チピ3）、圭来亡擢？ω王固旧（5）：吉。才十

　月。触午P。隻鹿六（6）。

②乙巳王卜・貞・鴫嫁亡撫王固し日・吉・紺ア・餓三遷

　　o
③戊戌卦・貞・鴫才来亡一44e・？王肌日・吉・塒「・鯉三・

④口口国卜、貞：回口、圭来回回？国固旧：吉。國匠L

口鹿口、

（1）本片は『甲骨文合集』第37408を採用。

（2）〔壬辰王卜〕

　王卜：股王が自らト占している。これは第五期のト辞の特徴

　の一つである。

（3）〔田4幻

　口又1字は認識できないが、地名であろう。下面の両条のト辞

　の「魯」・「葬」も地名であるが、音読は不明。

（4）〔肯来亡燕〕

　圭：「待」の原形の文字。「徒」は今の「往」である。

　㎏：音はzai。『説文』十一下〔川部〕に「媒は、害なり」と

　ある。卜辞には嗣に作り、川〔の構成要素〕に従い、寸（才）

　の声〔音〕である。按ずるに、川は水流に象っている。蕪の

　字は、武丁から康丁の時に迄あるいは≧Bに作り、洪水の氾濫

　によって災となることに象っている。武乙・文丁の時に㌣あ

　るいは硝に作り、k〔の構成要素〕に従う才の声〔音〕（戦争

　の災の本字であろう）と、）1］〔の構成要素〕に従う才の声〔音〕

　の字とに別けている。帝乙・帝辛の時にiYlに作っているのは、

　脇の省略字である（董作賓『甲骨文断代研究例』、参照）。経

　籍には「災」に作ることが多い。
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（5）〔王固旧〕

　疏：音はzhan、卜兆を観察した後に出した判断を指す。これ

　は晩期のト辞の書き方で、早期のト辞は「固」に作る。

（6）〔隻鹿六〕

　隻：「獲」の原形の文字。

【卜辞の意味】

①壬辰の日に王が自らト占し、問う：奴の地へ行って猟を行うが、
　いき　　かえり

　往と復に災禍はないか？王はト兆を観察した後に判断して言

　う：良い兆し〔吉利〕である。〔卜占した〕時は十月である。こ

　の一トを天帝に用いる〔問う〕。その結果、六頭の鹿を捕獲した。

②乙已の日に王が自らト占し、問う：書の地へ行って猟を行うが、

　往と復に災禍はないか？王はト兆を観察した後に判断して言

　う：良い兆し〔吉利〕である。この一トを天帝に用いる〔問う〕。

　その結果、四頭の鹿と一頭の大鹿を捕獲した。

④戊戌の日に王が自らト占し、問う：善の地へ行って猟を行うが、

　往と復に災禍はないか？王はト兆を観察した後に判断して言

　う：良い兆し〔吉利〕である。この一トを天帝に用いる〔問う〕。

　その結果、三頭の鹿を捕獲した。

④（以下はト辞が残欠しているが、おおよその意味は〔上条の内

　容と〕似ているので、省略した。）
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第33片ω

①癸丑王卜、貞：旬亡猷？C2）王酬日1吉。才五月。

②癸亥王卜、貞：旬亡駅？王飢日：吉。才五月甲子プ3）。

③癸酉王卜、貞：旬亡欧？才六A甲戌多小甲？ω王剛日：吉

④癸未王卜、貞：旬亡堅？王臥日：吉。才六月。

⑤癸巳王卜、貞：旬亡欧？王跳日：吉。才六月甲午多箋甲（5）。

⑥癸卯王卜、貞：旬亡猷？王馳Eド吉。才七月圃国多慈甲？（6）

（1）本片は『甲骨文合集』第35589片を採用。

（2）〔旬亡猷〕

　田く：音と意味は「Njと同じで、「禍」に通じる。これは第五

　期卜辞の特殊な書き方であり、これに拠って断代できる。

（3）〔才五月甲子フ〕

　　Z：音はrong、経籍には「形」に作り、祭の名である。『尚

　　　　　　　　ゆう　書』商書・高宗形日にF高宗形日、越有錐推。〔高宗の形日に、

　雑が鳴いた〕」とあり、『爾雅』釈天に「繹、又祭也。周日繹、

　商日形。〔繹は、祭のことでもある。周では繹と言い、般では

　形と言う〕」とあり、那禺疏に孫炎を引き「形は、絶えず尋ね

　る意味である」と言う。卜辞の多祭は先王の廟号〔先王を宗

　廟で祭る時の称号〕中の干〔十干〕の名称に依って、ある一

　日の干と同じ日を択んで〔その日の干に〕該当する王を祭祀

　する。例えば下文に言う「甲戌多小甲」・「甲午乞菱甲」・「甲

　辰Z塁甲」等であり、その具体的な祭のやり方は、さらなる

　考察を待つことにする。〔形祭は、祭の翌日の祭〕

（4）〔才六月甲戌膓小甲〕

　小甲：股の先王の名。

（5）〔才六月甲午多菱甲〕

　菱甲：段の先王の名。

（6）〔才七月厘｜国多狛甲〕
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匝］医］：原片が磨滅していて模写するには不都合であるが、

仔細に審にすれば、「甲辰」の二字である。

為甲：即ち差甲のことで、般の先王の名である。

【卜辞の意味】

①癸丑の日に王は自らト占し、問う：下〔後〕の一旬〔10日間〕

　に災禍はないか？王はト兆を観察した後に判断して言う：良い

　兆し〔吉利〕である。時は五月である。

②癸亥の日に王は自らト占し、問う：下の一旬に災禍はないか？

　王はト兆を観察した後に判断して言う：良い兆し〔吉利〕であ

　る。五月甲子の日に月多祭〔祭の翌日の祭〕した。

③癸酉の日に王は自らト占し、問う：下の一旬に災禍はないか？

　六月甲戌の日に小甲を形祭してもよいか？王はト兆を観察し

　た後に判断して言う：良い兆し〔吉利〕である。

④癸未の日に王は自らト占し、問う：下の一旬に災禍はないか？

　王はト兆を観察した後に判断して言う：良い兆し〔吉利〕であ

　る。時は六月である。

⑤癸巳の日に王は自らト占し、問う：下の一旬に災禍はないか？

　王はト兆を観察した後に判断して言う：良い兆し〔吉利〕であ

　る。六月甲午の目に菱甲を月多祭した。

⑥癸卯の日に王は自らト占し、問う：下の一旬に災禍はないか？

　王はト兆を観察した後に判断して言う：良い兆し〔吉利〕であ

　る。七月甲辰の日に莞甲を形祭した。

【補説】

　一っの甲子からの〔十干十二支の〕周期は六旬〔60日間〕で、

六個の癸の日がある。この片のト辞は、前の一旬〔10日間〕の最

後の日（癸の日）に般王自ら下〔後〕の一旬〔10日間〕の吉凶を

ト問することを記載し、六個の癸の日は整然としており、股王の

ト旬活動〔10日ごとのト問〕の一班を窺うことができる。
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第34片ω

①癸巳卜、才反貞（2）：王旬亡猷？才五月、王彼上管（3）。

②癸卯卜、才慕貞：王旬亡欧？才六月、王繊干上ki9。

③癸丑卜、才定貞：王旬亡欧？才六月、王拭干上昏。

④癸亥卜、才向貞：王旬亡eK？才六月、王1武干上昏。

⑤癸西卜、才上冨貞：王旬亡欧？才七月。

⑥癸未卜、貞：王旬亡敵？才七月、王正歎猜ω、才爵。

⑦癸已卜、才上管貞：王旬亡猷？才七月。

第35片（5）

⑧癸巳卜、才上管貞：王句亡欧？才九月。

⑨癸卯卜、才上管貞：王旬亡吠？才十月。

⑩癸丑卜、才上篭貞：王旬亡胚？才十月。

⑪癸亥卜、才上昏貞：王旬亡Sk？才十月。

⑫癸酉卜、才上審貞：王旬亡吠？才十月一・

⑬癸未卜、才上魯貞：王旬亡欧？才十月又一・

⑭癸巳卜、才上警貞：王旬亡脈？才十月又一。

第36片（6）

⑮癸酉卜、困上昏回：王旬亡國？才正月。

⑯癸未卜、才上橿貞：王旬亡猷？才正月。

⑰癸巳卜、才上魯貞：王旬亡吠？才正月。

⑱癸卯卜、貞：王旬亡欧？才二月、才上管。

⑲癸丑卜、才上嘗貞1王旬亡欧？才二月。

⑳圏亥卜、才国鯨：国回亡吠？困目月・
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筈35片
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（1）本片〔第34片〕は『甲骨文合集』第36537片を採用。

（2）〔才反貞〕

反・地名・以下の各条の上昏・履定・向・奏叉肇爵もみな

地名である・笛廉致・藷は・音読は不明・

（3）〔王！s上昏〕

　繊：この字は第五期のト辞に多く見られ、蓮と釈字すること

　もあり、辻と釈字することもあり、その意味は考察を待たな

　ければならない。某種の軍事行動ではないかとする者もいる。

（4）〔王正敷〕

　正；音はzheng、「征」の原形の文字。

（5）本片〔第35片〕は『甲骨文合集』第36846を採用。文内の

　　「十月一」「十月又一」は「十一月」のこと。

（6）本片〔第36片〕は『甲骨綴合編』第207編を採用。原片に

　残欠けがあり、卜辞の例文に拠って釈文を補足した。

【卜辞の意味】

①癸巳の日にト占し、反の地で問う：王〔において〕下〔後〕の

一
旬〔1・日間〕に災禍はないか？・寺は瑚である．王は上管

　を征した。

②癸卯の日にト占し、幕の地で問う：王〔において〕下の一旬に

　災禍はないか？時は六月である。王は上　を征した。

③癸丑の日にト占し、定の地で問う：王〔において〕下の一旬に

災禍はないか？・寺は相である．王〔における〕鴫を征した・

④癸亥の日にト占し、向の地で問う；王〔において〕下の一旬に

災禍はないか？・寺は胡である・王eま上駐征した・

⑤癸酉の日にト占し、上閣で問う・王〔において〕下の一旬に災

　禍はないか？時は七月である。

⑥癸未の日にト占し、問う：王〔において〕下の一旬に災禍はな

　いか？時は七月である。王は教輩を征伐し、爵の地にいた〔駐

　屯した〕。
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⑦癸巳の日にト占し・上鮎問う・王〔｝・おいて〕下の一旬に災

　禍はないか？時は七月である。

（第35・第36片は第34片と内容が類似しているので、卜辞の意

味は省略した。）

【補説】

　この三片のト辞の例文と字体は均等で近しいから、この三っ

〔のト辞〕を総合的に紹介する。

　第35片のト辞の例は第34片の七月上旬〔⑤〕・下旬〔⑦〕〔の

ト問〕と同じで、ただ〔⑦と⑧の〕中間に八月の全月〔上旬・中

旬・下旬〕と九月の上旬・中旬の隔があるだけである。第36片の

ト辞の例文もやはり前の二片と同じく、〔卜問の〕時間はちょうど

一 年の始まり〔正月〕であり、第35片の最後のト辞である十一月

下旬とは整暦の十二月分（もし前年の終わりが閏月に当たらなか

った場合）を隔てている。したがって、この三片のト辞はセット

のト旬卜辞の可能性が高い。もしこのような分析と推断が間違っ

ていなければ、この三片のト辞は般王の〔在位〕一年目の五月か

ら二年目の二月までの大部分の行跡を記載している。五月下旬に
）

は反におり、六月上旬には鼻におり、中旬には定におり、下旬に

は向にいた。この期間に毎旬〔10日ごとに〕上藷を征している。

七月上旬に股王は既に上警でトしている。七月中旬には爵におり、

数輩を征伐している。七月下旬から二年目の二月下旬（卜辞の残

欠のAの分からないところを除いて）までは・般王は鳴にいる・

この段王は誰であるのか？郭沫若は帝乙と推測している。（『卜辞

通纂』第131頁、参照）
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第37片ω

①甲申卜、殻貞（2）：帯好冥（3）、胡？ω王固日：其佳丁冥（5）、効。

　其佳庚冥、引吉（6）。三旬里一日甲寅冥、不妨、佳女。

②甲申卜、殼貞：帯好冥、不其すカ？三旬里一日甲寅冥、允不勅（η、

　佳女。

（1）本片は『甲骨文合集』第14002片の正面を採用。

（2）〔殻貞〕

　殻：音はque、武丁の時の貞人の名。これに拠りこのト辞の

　時代を一期に定めることができる。

（3）〔帯好冥〕

　帯好：即ち婦好のこと、武丁の妻。

　冥：「挽」に通じる。『説文』十四下〔子部〕に「矛思生子免

　身也。〔挽は、子が生まれて身（体内）をぬけ出る一子を産む

　こと〕」とある（唐蘭『天壌閣甲骨文存』、参照）。経籍には「娩」

　に作ることもあり、〔意味は〕同じ。

（4）〔効〕

　　「嘉」に通じる（郭沫若『股契粋編』、参照）。卜辞は男が生ま

　れることを「嘉」とする。

（5）［其佳丁冥〕

　其・佳：みな語気詞。

　丁：干〔十干〕が丁の日であることを指す。

（6）〔引吉〕

　吉が長く続くこと。『爾雅』釈詰に「引は、長いこと」とある。

　引は、旧釈に「弘」としているが、今は干豪亮の説に従う（「説

　引字」『干豪亮学術文存』、参照）。

（7）〔允不効〕

　允：副詞、予想通り、確実に、の意。
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【卜辞の意味】

①甲申の日にト占し、貞人の殻が問う：婦好は出産予定であるが、

　男が生れるか？王はト兆を観察した後に判断して言う：もし丁

　の日に出産すれば、男が生まれる。もし庚の日に出産すれば、

　永遠に吉利である。結果、三十一日が経過し、甲寅の日に出産

　した。男でなく、女であった。

②甲申の日にト占し、貞人の殻が問う：婦好は出産予定であるが、

　男は生まれないだろうか？結果、三十一日が経過し、甲寅の日

　に出産した。予想通り男でなく、女であった。

【補説】

　これは一組の対貞卜辞であり、第一条のト辞は叙辞・命辞・占

辞・験辞と、完全に整っており、第二条は占辞を省いている。〔3

片・4片・23片・24片の補説、参照〕

　この一組のト辞は婦好の出産の事を記録しており、男が生まれ

ることを「如（嘉）」と称し、女が生まれることを「不対」とし、

男を重んじで女を軽んじることが看取でき、段代にはすでにこの

ようなこと〔男尊女卑の風潮〕があった。
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第38片（1）

①己卯卜、王才自援卜（2）。　一

②己卯卜、王。　二

③己卯卜、王。　目

④己卯卜、王。　≡

⑤己卯卜、王。　五
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（1）本片は『甲骨綴合新編』第522片を採用。

（2）〔王才自凝卜〕

　自呈：音はshi　ying、地名。この句は、王が自榮でト占した、

　という意味。

（以下、各条のト辞の意味は同類であり、ただ地名を省いている

だけであるので、意味を省略した。）

【補説】

　このト辞は王が自らト占し、兆序〔卜占の順序〕が一から十ま

でであることを記している。一日の内にこのように多くのト問を

行っているのは、なにか重要な事情があったのであろう。ただこ

のト辞は簡単過ぎて、既に知る手立てがない。
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周原甲骨刻辞

①貞・王其卑又

　大甲ω、書周方
　白（3）、蓋（4）。菌正（5）、

　不ナ干受
　又．（6）。

第1片ω

（1）本片は陳全方模本を採用。「古文字研究論文集」〔『四川大学

　学報』第10輯〕381頁に原載する。

（2）〔貞：王其卑又大甲〕

　王：股王の帝乙（王宇信「再論西周甲骨分期」『西周甲骨探論』、

　参照）。

　其：語気詞。

　卑：音hu、西周金文には「ネ章」に作ることもある。容庚先生

　は「「il’Sjは祭の名で、祈求の意味がある。卑年・卑雨・卑干

　某祖某批など〔の用例〕は、卜辞によく見る」と言う（『善斎

　舞器図録』37）。

　又：「侑」に通じ、神に報いる祭。『爾雅』釈詰に「侑は、報

　いること」とある。

　大甲：この両字は合文となっており、股の先王の名である。

（3）〔曾周方白〕

　曾：音はceで、祝い告げること。『説文』五上〔日部〕に「
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　甘、告也。従日、従冊、冊亦声。〔瞥は、告げること。日と冊

　との〔構成要素〕に従い、冊はまた声〔音〕でもある〕」とあ

　る。

　周方白：周は、殿の地方の国の名。白は、「伯」の原形の文字。

　周方伯は、周国の君主〔首領〕。経籍には股の帝乙・帝辛の時

　期に周国の君主を文王姫昌〔姫は周の姓、昌は名〕とし、般

　人はこれを西伯と称したことを記載する。〔股の〕大甲の祭祀

　に対して〔異族である周の〕周方伯が祝い告げる理由は、卜

　辞中にまだ説明されていない。
（4）〔壷〕

壼音は・i・燈」に同じ・r説文』五上〔皿剖に唾・黍

　稜在器以祀者。〔霊は、器に盛って祀る黍稜のこと〕」とあり、

　大甲を祭祀するときに使用する食糧類の祭品を指す。

（5）〔因正〕

　因：「思」あるいは「斯」と読み、「其」と訓じ、「庶幾〔どう

　か～であって欲しい〕」の副詞を表す。

　正：「貞」に通じる（李学勤「続論西周甲骨」『人文雑誌』1986

　年第1期、参照）。

（6）〔不ナ干受又．〕

　不ナ：ナは、「左」の原形の文字、都合が悪いこと、助けるこ

　とができないこと。『左伝』昭公四年に「且家卿無路、介卿以

　葬、不亦左乎。〔かつ家卿〔主席〕に路〔天子から下賜された

　車馬〕が無いのに、介卿〔次席〕が葬儀に使うのは、なんと

　都合が悪くはないか〕」とあり、杜預の注に「左、不便。〔左

　は、都合が悪いこと〕」とある。裏公十年に「天子所右寡君亦

　右之、所左亦左之。〔天子が右に動けば、寡君（自国の君に対

　するの謙遜の称）も右に動き、左に動けば、また左に動く〕」

　　とあり、孔穎達の疏に「〔貴人を介助する〕人が左右にいて、

　　〔貴人が〕右に動くことは都合がよく利便であるが、左に動

　　くことは都合が悪く不便であるから、介助の上手い者は右に
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配置し、介助の下手な者は左に配置する」とあり、不左は、

助けることができないということはない〔助けることができ

る〕、の意味である。『股虚文字甲編』2416に「亡ナ自上下干

褥示、余受又又」とあり、ここと同例である。〔第25片注4、

参照〕

干：接続詞、意味は「与」と同じ。

又．：「・」は重文符号。又又は、「有祐」に通じる。「有」は名

詞の詞頭〔最初に置いた字〕である〔「ある」の意味は無い〕。

【卜辞の意味】

①問う：王〔帝乙〕は大甲を牢祭・侑祭する。周方伯（西伯文王）

　に祝い告げる、器に盛った黍稜等の祭品を使用することを。〔ま

　た周方伯は〕貞問してもよい、〔帝乙が祭祀において〕神霊を助

　　　　　たすけ　けてその祐を受けることができるようにと。
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第2片ω

①癸巳（2）、葬文武帝

　乙宗（3）。貞：王其那祭

　成唐ω。鼎く5）：緊（6）、

　艮二母（7）、其舞

　血牡三豚三（8）、

　自又正（9）。
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（1）本片の模本の来源は前片と同じ〔陳全方模本〕で、前書〔「古

　文字研究論文集」（『四川大学学報』第10輯）〕の392頁に原

　載する。

（2）〔癸巳〕

　巳：字は「♀」に作り、書き方は股虚甲骨卜辞と同じである。

（3）〔葬文武帝乙宗〕

　舞：人の生賛を用いて祭ること（麿鄭姦「釈甲骨文“舞”字」

　　『北京大学学報』1986年第2期、参照）。

　文武帝乙：股王の帝乙のことで、帝辛の父。この謂称は「四

　祀守其白」にも見ることができる。これに拠り、本片の時代

　が帝辛の時期に属することを知ることができる。

　宗：宗廟のこと。

（4）〔王其叩祭成唐〕

　　王：股王の帝辛〔村王〕。

　刀F：「召P」に同じく、「昭」に通じ、顕著の意。

　成唐：股の先王の名、経籍の「成湯」のこと。
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（5）〔鼎〕

　　「貞」に通じ、問う意。

（6）〔禁〕

　　「禦」に同じく、疾病を払い除き災禍を消し去る祭。

（7）〔艮二母〕

　艮：音はfu、般の地方の国の名。

　母：「女」に同じ。艮二母は、艮国の二人の女性で、祭祀を行

　う際の生賛に用いる。『股虚書契前編』8．12．6に「戊寅卜、

　貞：三卜用、血三羊、曾伐廿、圏廿、牢世、艮三多、干批庚？」

　とあり、艮人は羊・恩・牢等の物と同じく祭品に数えられ、

　本片の「艮二女」は、段王の帝辛が禦祭を挙行する時に使用

　した人の生賛であることを証明することができる。

（8）〔其舞血牡三豚三〕

　血：祭祀の時に捧げる犠牲の血を指す。『説文』五上〔血部〕

　に「血、祭所薦牲血也。〔血は、祭で捧げる犠牲の血のこと〕」

　とある。

　牡：音はmu、雄の羊。

　豚：子豚。

（9）〔自又正〕

　又：「有」に通じる。

【卜辞の意味】

①癸巳の日に、文武帝乙の宗廟で葬祭を挙行する。問う：王〔帝

　辛〕は盛大に成湯を祭祀する。問う：〔疾病・災禍を払拭・除去

　する〕禦祭を挙行する。艮国の二人の女を生費に用いる。舞祭

　に使う生費の血に、三頭の雄の羊・三頭の子豚を用いることを、

　貞問してもよい。
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